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まえがき

本報告書は平成3年10月20日よりI1月17日迄の29日間にわたってパキスタン匝l敦共和国及びトルコ

共和国にて実施した下記プロジェクトに関わる事前調査の結果をとりまとめたものである｡

パキスタン回教共和国

lパンジャブ州末端水路改修計画

トルコ共和質

lクチュク･メンデレス港親閲発計画

2 アイデンテペ･チャイリョリョ海概開発計画

調査は社団法人海外農業開発コンサルタント協会(ADCA)から派遣された下記2名からなる詞査

団により実施された｡

団長/直概排水計画

農村開発/環境

:神谷 保広

:黒崎 靖介

日本工営株式会社

日本工営殊式会社

調査団は現地調査及び情報の収集にあたっては両国の政府関係機関の御協力を頂き円滑に業務を遂

行することができた｡現地調査においては､パキスタン回教共和国では水資源電力公社､パンジャブ

州港瀧電力局,パキスタン政府関係機関､現地コンサルタント及びトルコ共和国に於いては水資源開

発庁(DSI) , DSI-Ⅲイズミ-ルおよびDS卜XXIlトラブゾーン､国家企画庁(spo)から多大な御

協力を頂いた｡また､今回の調査を進めるにあたっては､日本国内では､農林水産省構造改善局設計

課海外土地改良技術室､現地では在両国日本大使館､ JICA事務所の関係各位及び派遣専門家より多

大な助言と協力を頂いた｡これらの方々に対して深甚なる謝意を表する次第であるo

なお､調査日程､面談者及び収集資料の一覧表は添付資料に示すとおりである｡

平成3年12月
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要約

国名 :パキスタン回教共和国

案件宅:パンジャプ州末端水路改修計画o.ining ofDistributaries and Minors in Panjab)

担当機関: Irrigation and Power Department, Govemment ofPaTljab

I.計画の背景

パキスタン共和国は現在食糧をほほ自給しているが,その人口は年率3%で増加しつつあり,この

増加率に応じて農業生産を増加させる必要に迫られている｡同国の農業生産に通した平地部は雨がき

わめて少なく､農業は港故に頼らざるを得ないのが実情である｡このため､古くより潅概施設の整備

が進み､特にパンジャブ州においては､インダス川の5つの本支洗の間に水路網が形成されており､

藩掛こよる一大穀倉地帯を形成しているo しかし､直概の水源(各州ともインダス川水系に頼ってい

る)には限界があり,用水の節約が最重要課題である｡特に1 9 9 1年3月各州の水配分が決定し､

パンジャブ州では,既存の藩政水路のライニングにより水の節約が義務づけられている｡またその水

を利用した新規農業開発を計画している.

2.本計画の目的

本計画では､パンジャブ州内の水路のうち､ Distributaries, Minorsと呼ばれる末端水路をライニング

することとしている｡これより小さいWaterCourseは､既に多くのプロジェクトによってライニング

が進み､また進行しつつある｡本計画の目的は､大きく以下の3点である｡

l)ライニングによって､水路からの漏水を防止し､用水の節約による新たな潅概面積の増加を図

る｡符に塩害地区においては､遡下水を藩政屑永とL,て再,-f]]用することができか/-ため､塩害

地区を優先とする｡ライニング工法によりコストが大幅に変化するので､最適ライニング工法

を決定するo

2)漏水による地下水位の上昇を防止し､塩害地域における排水改良の必要性を緩和する｡

3)水路の維持管理を容易にする｡

州内における末端水路(Distributaries,Minors)の給延長は約29,700kmで､このうち塩害地区の港親

水路約6,800kmのライニングを緊急案件としている｡ライニングの手法はさまざまなものが考えられ

るが､現在のところコンクリートライニングが現実的かつ効果的であると考えられている.

3.日本政府の協力について

本計画はパンジャブ州内および､パキスタン国内における潅概関連の最重要案件であり､州改称ま

緊急に実施したい意向である｡このため､州政一酌ま91年10月にローカルコンサルタントに対して本案

件のうち特に流量o.85m3ノs以下の水路に重点を置いたF/SのInvitationを出状している｡しかし､同時

に州政府は実施段階における資金援助を援助機関､特に日本政Ff11に期待しており､援助機関の審査に

耐えうるF/Sの実施が必要であることを強く認識している｡このため州政府は､日本政府に対してロ

ーカルコンサルタントによるF/Sの見直しを含めた､ 0.85m3/s以上の水路に重点を置いたF/Sに対する

技衝協力を期待しているo
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国名

案件名

担当機関

要約

:トルコ共和国

:クチュク･メンデレス港概開発計画(Kucuk Merxleres River Basin Irrigation Project)

:水資源開発庁(DSI)

l.事業の背景.

農業はトルコ共和国のGDPの約18Q/. (1989年)を占める基幹産業である｡同国は77万km2の国土面積

に56召万人(1990年)の人口を有し､約2.4%と高い人口増加率に対応して食糧自給を継続するた

めに､農業生産の拡大が不可欠である｡同国の多くの部分を占める内陸の丘陵地においては､降水量

が少ないために農業生産の拡大には藩政が重要である｡また､農村部と都市部の生活水準格差のため

に､農村部から都市部ヘの人口流入が激しく､農村の一部では国内全体の著しい人口増加にもかかわ

らず人口の減少が生じているc計画地区のクチエクメンデレス川は､ RegionlIを東から西に流れてエ

ーゲ海に注ぐ3本の主要河川のうち最も南に位置し,流域面積は約6.900km2であるo現在流域では

天水による小麦､綿花､ジャガイモ､果樹等の栽培が行なわれているが､農業生産の安定及び収量増

加のために港概の導入が強く求められている｡地下水による補給潅概も若干行なわれているが､地下

水位は年々低下しており地下水利用は限界に達している｡このため涜域に4つの藩混用ダムが計画さ

れており､これらのダムによる総藩政面積は22,974haと見積られているoこれらの藩概に加えて下流

における余剰水を都市用水としてイズミ-ルに送水する計画が進められている.

2.計画概要

本計画は､産概施設の導入により､農業生産量の増加及び安定化､農村環境整備､雇用機会の増加及

び農民の生活水準の向上を目指すものである｡更に農業開発後の余剰水のイズミ-ルへの供給も計画

している｡特に現在イズミ-ルに流出している農村人口の減少のため､農村環境整備を含た農村総令

開発が急務となっているc本計画の目標は下記の通りである｡

1 )海況施設導入による藩政農業の開発､ 3計画地区(Beydag地区:13,055ha, Aktas地区:1.773ha

2

3

4

Ergenli侶argas地区: 8,146ha､合計22,974ha)

排水施設の整備

農村開発および道路･水道を含む農村環境の整備

余剰水のイズミ-ルへの水供給

敵既プロジェクト3計画地区の内､ Beydagプロジェクト(港概面積: 13,055ha)は広範囲に作物が栽

培されているo更に農村施設､トラクダー等の整備が完備しており､本計画地区では最優先の順位が

あたえられ､ Bey血gプロジェクトの早期実施が要望されているっ

3協力への展望

1

2

マスタープラン作成(出来ればBeydagプロジェクトのF/Sを含む)

,EJ]問:約18ケ月
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国名

案件名

担当機関

要約

:トルコ共和国

:アイデンテペ･チャイリョリョ港就計画(Aydintepe-Cairyolu Irrigation Project)

: DSI Gmr)

1.事業の背景

本計画地区はトルコ国のアナトリア北部に位置し,黒海沿岸のトラプゾーンより南方約200kmのグム

シヤネ州のバイバート及びケルキット郡に位置しているo計画地区はチョル川菰域に入っており､涜

域面積は約2,206km2である｡計画地区は大きくアイデンテペ港故地区(約10,348ha)及びチャイリヨ

リョ港概地区(約22,710ha)にわけられる｡この地域は肥沃な土壌と気候に恵まれており以前から農

業用地として大部分が利用されているが､この地域は降雨が少ないので､現状では､農業生産の向上

は難しい状態である｡特に夏(主要作物の栽培季節)の降雨量が56mm (6月-9月)と少なく,作物栽

培には港概が重要な役割を果たす｡このような状況では地域の農民の生活向上も容易でなく､農民の

都市へ涜出がおき､この国の人口増加に反しこの地域では農民人口が減っている｡一方都市では､人

口増が年3%になり､都市の急激な人口増が大問題となりつつある｡

この地域における農民生活の安定､地域間の経済格差の是正､農民の都市ヘの流出防止､更に食料

増産という国家政策も相挨って､この地域に港概施設の導入が重要かつ緊急となっている｡この-一環

として､水資源開発庁(DSI (XXI地区) )はこの地域の農業開発に着手したc特にアイデンテペ潅

恕プロジェクトは自国の予算で港概工事を1990年より着手したが､予算が確保できず,現在工事が大

幅に遅れている｡チャイリョリョ潅散開発計画は予算の都合で開発の見通しがたっていない｡従って､

両港敢闘発計画の実施はDSI (XXI地区)では再優先案件となっているo

2.計画概要

本計画地区は第xxII県のBayburt,Kelikitに属する山間の平坦部の藩概を目的としたものである｡計画

地は標高150011700mにあるなだらかな起伏を持った丘陵地で､現在小麦､ジャガイモ､シュガービ

ート､果樹等の天水栽培(場所により小規模地下水港概)が行なわれている｡本計画のヨ標は下記の
通i)である｡

1

2

3

澄渡施設導入による港概農業の開発(22,710ha)

排水施設の整備及び河川改修

農村開発および道路･水道を含む農村環境の整備

現在河川に3つの雇概用ダムが計画されており､これらのダムによる稔潅概面積は22,710haと見積ら

れている｡その他幹線水路(286km)及び関連施設の建設が計画されている｡主要作物は､シュガー

ビート､果樹及び主食の小麦､ジャガイモ､野菜等である｡

合開発のモデルにしたいと強く希望している｡

3.協力への展望

l) F/S実施

2)期間:約18ケ月

-1∇-
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Ⅰパキスタン回教共和国

1.パンジャブ州末端水路改修計画
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Iパキスタン卜fl教共和i.I.k:1

1背ir,･i･

1.1国土と人口

パキスタン共和国はインド､ ltlL:i7､アフガニスタン､イランと阿境を接し,その臥:1.A.'(fit-横は約

796,000kmでFl本の約2.211[･l,--である｡TE帥.A:1の1']'･政[*:I/Jは,パンジャブ州､シンド州､パルテスタン

州､北西辺境州の4州,イスラマバードt'<1'撒掴及び辿邦政和州g:.;-:.地より粍瓜されているc

国土の大:Y-･は中央部-束1-=tEJ'-祁にかけてJムがる既1LL■.1-150m以卜の沖肘)'.-野であり､この:､■1'l野はイン

ドのラジャスタン地プj'へと続いているc.北f'.=TS地域はカラコルムt[TJ脆の川端の山･U;･地;Ffl=に位i-;S..し､

ここに;v',t#を発するインダスj='[･[放びその支流が沖掛l''-a!f･の小火邦をIiij北に茄流してアラビア掛こ吐

いでいるo また､北IUqJ-[]E--[S-西部も標拭1000-3000mのtltifi地+:;1･.であり､北西部はアフガニスタン

の高原地帯ヘとつながり､仲･:,,-･Ti地域はパルテスタンと呼ばれるITr:..]L)i;ミ地;;i',=を形成している｡

同国は概ね壮熱帯性気候に位置するが､軸北にILiい阿二卜及びそのIP,'･しいLlriL1.);皮;));':I.等により､多様

性に富んでいる｡

同国の気候は大きく北部山地､小吉附積平野､ -&'部iLF'6J/q':地帯の3つに区分することができる｡

北部LL[地においては､年間平均気温が15℃以‾F'と寒冷であるが､年間降水量は1,000mm以_上_I_で

ある｡また, [1一部沖積平野では年間平均気温が25℃以上になるが､年間降水量は500mm以下であ

る｡西部高原地域においては､年間平均気温が10-20℃､咋閃確水量は200mm以下である｡

また､東部-北部においては､モンスーンの影響を受け､年間降r;rl]-の半分以1:_が7-8月に集El'

するo

パキスタンの人L]は1991年でl億5日万人であり､人[_]士朗Ll辛が1i:･3%以_Lで､今-陛妃末には1億

5千万人に達するといわれているG この人F]の:7'･-分以上はパンジャブ州を中心としたインダス川

流域の沖積農業地帯に集中している｡さらにこの地域の人口は増加しつつあり､ ･一人当たりの跡

地面積は1950年に約0.31Haであったが､ 】990年には0.17Haとなっている｡国家計両で農業生産に

力点を置き農業開発を実施しているが､現状のペースでは将米食程n#含も危ぶまれている｡

1.2 社会経済

パキスタンの経折は農業とその関連産業が基盤である.,全人て(の約70%iま農村人口であり､仝

労働人口の約50%は農林水産業に従事しているo また､ ]I5業部門のGDPに占める割合は約25%で

あるo近年､綿花産業､製糖業を主体とする製造業も発展してきているが､ GDPの20%を占めて

いるにすぎない｡パキスタンの産業別GDPの割合を以‾F'に示す｡
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(単位:%)

産L=XL/部門

農林水薙菜

製造業

電気･ガス

運輸･通信

貿易

その他

1981/82 1982/83

29.3 28.6

18.5 19.I

3.1 3.1

7,0 7.0

14.6 14.7

27.5 27.5

I983/84

25.9

20.0

3.5

7.2

14.8

28.6

1984/85 1985/86

26.3

19.4

3.5

7.0

15.0

28.8

25.8

19.9

3.3

7.2

15.1

28.7

合計 100.O 100.0 loo.O 100.0 100.0

農業生産は天候により二.i:魅の被害を受け､)T,21X'部En]のGDPも■卜漬する年もあり､依然として大
儀依存の体質であり､農業基鮭整備が必要である｡

パキスタン経済には｢双子の赤字+と呼ばれる2人課題がある｡ lつは貿易赤字であり､もう1

つは政府が抱える財政赤字である｡前者の解決には､国内産業の振興を図り､輸出を増大する必

要があり､後者については直授税の対象を拡大し､鐙常収支の均衡を(封ることが求められている｡

しかしながら､これら課題の解決は遅々として進んでいない｡

1.3 国家開発計薗

(1)第6次5ケ年計画(1983
-

1987年)

パキスタンの第6次5ケ年計画では､ GDP年平均6.5%の成･昆を遂げるために､農業セクターで

は次のような具体的アプローチを行ない､ !L..)老力の輔強を1刈ろうとした｡

l)農業生産の近代化､水の有効利川

2)適切な価格政策の下での高価林･な新規作物への作付け転換

3)未潅概他の改良,塩害発生地の改良等

(2)第7次5ケ年計画(1988- 1992年)

第7次5ケ年計画の基本理念もまた､重一･∴(政策の･-･貫性を保持するために､殆ど第6次5ケ年計
画の内容を継承している｡また､計画総投資軒の約13%である456億ルピーが農業･水資源F井3

発に割り当てられており､これはエネルギー､交通過信に次いで第3位となっている｡更に,

ヰでも長潮開発を含む水資源開発の重要性は[':.I)Lく､計El)_11総有言の約9%の投資配分となっている｡

‾l.4 パンジャブ州の概要

パンジャブ州はラーフルピンデイ､サルゴーダ､ファイサラーバード,ラホ-ル､グジュラー

ンワ-ラー､ムルタン､デーラー･ガズィ･ハーン､バハーワルプールの8県によって構成され､

イスラマバードEl-都圏はパンジャブ州の北端､北帥辺L]LEi･Jt:'1との州i][iに位E程する｡rい央及び南部は

インダス河､ジュラム河､チュナブ河､ラーヴイin[､サトレジtlllF[の5川川の移動､氾濫の繰り返
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しによって形成された平坦な沖積平野である｡また､北部には約400-700mの高原が広がってい

る｡パンジャブ州の大部分の地域の地質は第四紀火成岩からなっている｡

北部地域は涼冷な半湿潤型気候で夏と冬に雨が降り､年平均降雨量は500-1,000mmである｡

南部地域､グジュラット郡､サルゴーダ郡､ラホール市､フ7イサラーバード郡は暖かい半乾燥

型気候で､夏に雨が多く,年平均降雨量は200-500rnmである｡さらに南部のムルタン郡､バハ

-ワルプール郡を覆う地域は暑い乾燥型気候で､年平均降雨量は125 mm以下である.

1981年の人口調査によれば,パンジャブ州の人口は4,730万人(イスラマバードを除く)で､パキ

スタンの人口の約半数を占め､男性52.6%
､女性47.4%の割合である｡パンジャブ州全体の人口

密度は､ 230人/km2で､人口増加率は1971年から1981年の問で年率2.81%であったo これはパキ

スタン全国平均の106人/km2､ 2.87%に比べて､人口密度では倍以上の値､人Lj増加率ではほぼ

同じイ重を示した｡

2 パンジャブ州末端水路改修計画

2.1事業の背景

本計画地区はパンジャブ州(総面積: 205,000km2)の全域に広がる大穀倉地帯である｡気候区

分からみるように､パキスタンにおける農業適地は中部沖積平野のみであり､実際に同国の農地

のほとんどはこの地域に集中している｡さらに､パンジャブ州においては若干の降雨が期待でき

ることから､一部を除いたほぼ全域が農耕地として利用されている｡

パンジャブ州では､豊富なインダス川の水量や地下水を利用した虐政農業が古くから行われて

きた｡現在潅瀧が行われている農地は全体の約半分程度であるといわれ､農業生産の拡大及び安

定といった意味から､港就農業の拡大が望まれている｡

同国内の港混用を中心とした水資源は､そのほとんどをインダス川水系に頼っており､同川は

国内4州全ての重要な水源となっている｡近年人口増加や生活水準の向上による水需要は拡大の

一途をたどり,これに伴い各州の水資源開発･計画間の水利権調整が大きな問題となっていたo
こ

の水利権問題のため､同国内のインダス川を水諒とする新規水資源開発計画は､全て一時棚上げ

となっていた｡

1991年3月に,連邦政府の英断によりこの水利権問題に一応の終止符が打たれ､各州毎に新鹿

水利権の割当が行われたc これによって､各州は新規水資源開発を行うことが可吉巨となったが､

同時に州内の水資源開発枠内でのやりくりを余儀なくされたo

パンジャブ州では以‾Fの藩政計画を策定し,それぞれに表に示す通りの用水量を割り当てたo

プロジェクト 潅概面積(1,000Ha) 用水量(105m3) コスト(106RS)
1 Greater 771al Callal 630

2 Dajal Branch E又terlSion 170

3 Jalalpur Cana1 60

4 Lining of DistribuLaLies aTd Minors 0

5 Remodeuing of ThalCanal 0

6 Others 1
,200

2,590 3,500

850 1,500

670 1
,300

-2,100
22,000

2,220 1
,000

0 25,300

合計 2,060 4,230 54,600
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これらの新鋭潅概計画を実施するためには, 4.のLining ofDistributariesand
Minors

;末端搬敵水

路改修計画を実施することにより､用水の節約を1:-;-うことが不p.-･l-欠である｡このため､州永ff汝

電力局は本計郎を最優先とし､水資汝の節約利FTJを計画している｡また,連邦政桁の水資y/(.:;il邑力

省においても､水資源布効利)fJの観点から本計向を最優先プロジェクトとして位置づけている○

パンジャブ州水資源電力局は の実施に当たl)､ 1991イL:Ilo)]に本計画を含む6プロジェ

クトのF/Sをローカル･コンサルタントに発拝した｡

2.2 計画地区の概要

(I)位置及び地形

計画地区は､パンジャブ州の藩概農業地域全域を対象としておりその総面積は約205,000km2

とされる｡計画地域の標高はおおよそ500170mの間にあり､ lll'-一坦であるが､北部より南部にか

けてゆるく傾斜している｡計画地区は南北に約700km東西に約500k皿の広がりを持つ､インダ

ス川を中心とした大小の河川の氾濫で形成された--･大穀倉地帯である｡

(2)気象及び水文

計画地区の気候は季節的に大きく変動する｡この地区は半乾燥地帯で､年平均降雨量は

200mm-500mm程度である｡降雨の大部分(80%)は7-8j]の雨期に集中している｡気温は夏

と冬で大きく差があり､夏季の平均気温は42℃､ --一方冬季のiF均気温は4℃である｡相対湿度

は乾季は40%､雨期は80%の範囲である｡

計画地区にはインダス川､ジュラム川､チュナブ川､ラービイ川及びサトレジ川の5大河川

が流れている｡インダス川を初めこれらの川はカラコルムLLl脆に水源を発しており､年間を通

じて水量が豊富であり､水質も良い｡

(3)土壌及び農業現況

計画地区の土壌は細一瓶粒の砂､シルト､粘土よりなる沖積土壌である｡しかし計画地区の

一部の面積が塩害地区で作物が被害をうけている｡パンジャブ州の特にジュラーム川以東の農

地は､約20年前から港概の実施に伴い地下水が上昇し､広範囲の農地に塩類集積が生じ､これ

に伴い農業生産性が低下している｡パンジャブ州では地下水の塩分濃度調査を実施し､地下水

の塩分濃度がl,000ppm以上の地域を塩害地区(salineArea)としている｡作物生産においては､

1,500 ppm以上の地下水塩分濃度の地域においては､生産性に障害が生ずるとされている｡

計画地区は肥沃な土壌と気候に恵まれており,多様な種類の作物､野菜､果樹が栽培されて

いる｡現在栽培されている主な作物は麦､油脂作物､綿花､砂糖きび及び米である｡掛こ､綿

花､米は夏に栽培され､麦､油脂作物等は冬に栽培される｡砂糖きび､牧草､果樹は年間を通

じ栽培されている｡計画地区の約50%は産赦され残りの地区は天水畑または未利用地である｡

潅溌の-一部は地下水藩政であるが､塩害地I3*:では地下水水質の1)i]題から藩政施設を便周できな

い場所もある｡潅概用水量は上流側からの供給次第であるため､用水不足の地域が多く､藩政

効率は低い｡
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作物の単位収量は港概が充分でないためあまり高くない｡単位収量も地域によりかなり差が

あるo一般的に､麦: 1.5ton佃a,砂糖きび: 20[onnla,綿花: I ton/ha,米: 1.5tonnla,である｡塩

害地区の単位収量は一般地区の7割以下である｡

(4)既存インフラ

計画地域内の幹線道路はコンクリート舗装され､ -一般の通行に支障はないが､所により傷み

の激しい部分がある｡幹線道路からの支線及び一部農道は一般に簡易舗装であり､計画地区内

を走っている農道の大部分は未舗装である｡

計画地区内に鉄道も走っており､主要都市を結んでいる｡また,ラホール､ファイサラバッ

ド､ムルタンの各都市は国内線航空路で結ばれ､ラホ-ルには国際空港がある.

(5)既存港概施設

本計画地区内に幹線水路(Main Canal)
､支線水路(Branch

Canal)
､末端水路(Distlibutaries

皮 Minors)の合計34,580k皿の藩政水路及び関連施設が構築されている｡幹線水路の一部はレン

ガ等によるライニングが施されているが末端水路は土水路が多い｡末端水路より小さいWater

Courseは既に多くのプロジェクトによって､ライニングが進みつつある｡

丞墜__⊥

幹線水路 1,890
.

支線水路 2,990

末端水路 29
,700

6,800

合計 34,580 10,700

藩概水路34,580kmの内約10,700kmが塩害地区を走っており､この地区の漏水は再利用出来な

いので完全なロスとなっている｡また本計画の末端水路のうち約6,800kmが塩害地区を走って

いる｡

2.3 開発計画の概要

(I)事業の目的

パキスタン共和国は現在食糧をほほ自給しているが､その人口は年率3%で増加しつつあり､

この増加率に応じて農業生産を増加させる必要に迫られている｡同国の農業生産に適したiF地部

は雨がきわめて少なく､農業は藩政に頗らざるを得をいのが実情である｡このため､古くより港

瀧施設の整備が進み,特にパンジャブ州においては,インダス川の5つの本支流の間に水路網が

形成されており､藩概による一大穀倉地帯を形成している.しかし､藩淑の水源(各州ともイン

ダス川水系に頼っている)には限界があり､用水の節約が最重要課題である｡

1991年3月に割り当てられた各州の水利権に基づき､パンジャブ州政府は新規蔽親閲発プロジ

ェクトの推進を計画しているが､これらの計画推進にあたってiま末端水路改傾による用水節約が

前提となっており･､州政府は新親プロジニクトの推進のためにも本計画を迅速に実施する必要に

迫られている｡

同国内の用水路は-一般的に土永路であり､漏水が激しく､水路損失が約600/oにも達すると言わ

れている｡このため､新規に建設される水路には様々なライニングが施され､また古い水路の改
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修/ライニングも進捗しているが､いぜんとしてその多くは土水路のままである｡

水路からの漏水は過去においても生じていたが､水路周辺に井戸を掘削し､地IF'水港耽の水源

として再利用することによって､水の効率的な利用をはかってきた｡しかし､近年塩害によって

地下水の塩分濃度が上昇し､地下水潅概による再利用が難しくなり､水路からの漏水は未利用の

まま無駄水となり､さらに地下水位を上昇させることによって排水不良､表土への塩類集積とい

った新たな問題を引き起こしている｡

また､州内の水路延長は膨大であり,土水路における水草の除去､水牛の侵入等によって崩壊

した水路の改修等の保守点検､維持管理も財政負担として大きくをりつつある.

本計画はこれらの問題に対処するため､末端潅概水路のライニングを中心とした水路改修を実

施するものである｡本計画の目的は､大きく以下の3点である｡

I)ライニングによって､水路からの漏水を防止し､用水の節約による新たな藩政面積の増加

を図る｡

2)漏水による地下水位の上昇を防止し､塩害地域における排水改良の必要性を緩和する｡

3)水路の維持管理を容易にする｡

(2)事業の内容

パンジャブ州政府は最終的には同州内の全虐政水路(34,580kTn)のライニングを実施したい構想

を持っているが､段階的実施案として､効果のより高いと考えられる末端からのライニングを計

画/実施している｡このうち､ watercourseについては世銀､ usAID等の援助によるCommand

waterMarlagementProject等を含む各種のプロジェクトによりライニングが着実に進行しつつあるo

本計画は州政府構想の第二段階として､末端水路約6,800kmのライニングを実施するものであ

り､工事概要は以下に示す通りである｡

I)塩害地区既存末端水路のライニング

うち0.85m3/sec以下の水路:

うち0.85m3/sec以上の水路:

2)関連構造物の建設(約600個)

約6,800km

約3,800km

iu. ooclkrTl

計画地域においてはほぼ通年の雇概が行われており､濯概用水を止めることが出来るのは､ ll

月の約1ケ月である｡このため､工事は雇概用水を流しながら実施する必要がある｡

現在行われている既存水路の潅概にあたっては､既存の水路沿いに新規のライニング水路を掘

削して切り替える方法が主であり､工事費がかさむこと,十分な用地幅の取れない部分について

は無理が生ずること等の問題が生じている｡

また､ライニングの手法としてはコンクリートライニングを中心にレンガによるライニング等

が行われているが､コストと効果の面から最適な手法は確立されていない｡

このため､最適ライニング手法の検討/決定が急がれており､工法/手法の検討も本計画調査

の重要な目的の一つである｡

上記末端水路6,800kmのライニングコストは約200億ルピー(1,000億円)と見積られており､開

発はステージ分けをした上で優先地区から殺階的に実施する必要があるo このためにも､本計画

に関ナるFノSを実施し,優先地区の選定/事業費の算定を行う必要がある｡
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2.4 協力への展望

本計画はパンジャブ州内および､パキスタン国F引こおける蔽概関連の最重要案件であi)､州政

府は緊急に実施したい意向である｡このため､州政府は91年10月にローカルコンサルタントに対

して本案件のうち最優先と考えられる-一部の地域に重点を置いたF/SのInvi【ationを出状している｡

しかし､同時に州政府は実施段階における資金援助を援助機関､特に日本政府に期待しており､

援助機関の審査に耐えうる､末端水路全体を対象とした包括的なF/Sの実施が必要であることを

強く認識している｡このため州政府は､日本政府に対して優先地区の選定含み､またローカルコ

ンサルタント実施のF/S内容をも取り込んだ､包括的なF/Sに対する技術協力を期待している｡
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GOVERNMENT OF THE PUNJAB

LRRIGATION AND POVVER DEPARTMENT

LINING OF D]STR[BUTARIES AND MINORS
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PC-IJ PROFORMA

PLANNLNG DIRECTORATE

PLANN】NG AND REVIEWZONE

IRRIGATION AND POWER DEPARTMENT

LAHORE

DEC, 1991
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PC-II PROFORMA

FOR THE FEASIBILITY STUDIES

ON

LINING OF DISTRIBUTARIES & MINORS IN PUNJAB

1. Name by which, the Survey

will t光identified

2. Administrative Authorities

responsible for;

a)
Sponsoring

b) Execution

c)
Operation

3. Central Ministry

concemed with;

a) Sponsoring

b) Execudon

4. Details ofSuⅣeys/

Fea5ibility Study

a)
General Description

Feasibility Studies fわrLining of

Distributaries & Minors in Punjab

Ⅰ汀.& Plan. Department, Punjab

lrr. & Plan. Department, Punjab

I汀. & Plan. Depanment, Punjab

Ministry of Water & Power

Ministry of Water 良 Power

The population of Pakistan is estimated to be

107 million people in 1989 and is increasing at a血

annual compound rate of over 3%. This figure is

likely to go beyond 148 mil一ion by the turn of this

century and the population of Pakistanwill be

about 207 million by the year 2012. Food

production to feed the popu】atioTl has a】Lleady

reached an optimal stage and even some of the

agnculture products like edible oil are now being

imported into the Country. 1t has been estimated

that b). the year 1999-2000, Pakistan will have a

A-2



tota一food grain deficit of nearly 8miJJIon me【dc

tons which will increase to 15 rnnlion metric tons

by 2012-13 (40% short of the target)ir)addition to

large dencits in the production of all other crops･

Hence timely steps need to be taken to improve

crop production fわrfeeding ever increasing

population of the Country

Water is the most influenclng Slngie (actor of

imgated agrlCu]ture which greatly contributes

towards increa5巳in the crop production. The

availability of water supplies is already limited i□

Punjab,and hence ways and means have to be

devised to prevent its wastage at all levels. The

conveyance tosses are a slgnificant element in the

system and are over 60% of the diverted suppues a亡

therivers by the time the water reachesthe famers.

The wastage needs to tx minimized riot Only for its

use in increaslng the crop production but also to

put a halt to the rislng menace Of water logglng and

salinity which has already very adversely a触cted

the agncultural lands.

The distribution or river water between the

Provinces had been pending since long. This

matter was finally resolvled and accord jn this

regard was slgned in March, 1991. In this accord,

Punjab Government was asked to su汀ender about

I.OMAF of Rabi share to Northwest Frontier

Province (NWFP). With this condition, necessity

ofsalvage of water by lining canals came to the

frontwi(h prionty and urgency, especially in

.'saline areas” where water lost by seepage is

i汀etrievable.

b)Description of PrqjectArea The Projectarea consists of ”saline areas■'

scattenng in the commanding areas of existlng

imgation systems in the Punjab

A-3



The climate of the area is arid to semi-arid

with annual preclpltation ranglng From 7■■to 15‥･

The temperature i□Winter averages 4oC, while in

Summer lt goes aS high as 42oC･

The soi一sare of alluvial deposits and have

wide range of fine to medium to course textured

materials･ They are r710Stly sil一yloam, loam, sandy

loam, silly clay loarn and loamy sands
=ln

the sub-

soi一.The sojJs are capable ofmajr)taj血g high

fertility level and adaptable to wide range of crops･

The groundwater of the ”saline areas” is

brackish with salinlty generally above 1,000 ppm･

Very few tubewells are in the moderately TIsaline

areas.I.where the salinity is between 1000 and 2000

ppm, arldare utilized for nlaking up an acute water

shortage bymixlng the saline groundwater with the

canal water.

c)
Justification The Government of Pakistarl launched a pilot

programme of Command Water Management in

1984 with the assistance of the Donor Agencies

which contained the provisions of lining the

channels for better management of water deliveries

and for reducing loss of precious water

This programme was highly successful as

far as conservation and efBcient conveyance of

water was concerrled. And itwas found that the

lining ofcanals would not only help in improvlng

the corr]TT)and of the area but would aZsominimize

their O&M cost. Thus the drainage e組ueロt Would

get reduced considerably resuZtirlg lロ1ess surねce

drainage in the areas･

Keeplng ]n View the benefits realized and

improvement in imgation deliveries resulting ln

further availability of precious water, the

Govemment or the Province prep∬ed ”Concept

Clearance Proforma for Lining of Distributaries
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and Minors in Saline Zone in Punjab‥and applied

to the Governrnent for its implementation in

October 1991.

The network of irrigation canals in Punjab

coL71PnSeS 1,B9O km rr)ain car)a]s, 2,990 km branch

canals and 29,700 km of distributaries and minors.

Nearly 10,700 km of these distributaries and

minors pass through the sa一ine areas･ Out of this,

about 6,800 kl¶ Of canals were proposed for linlng

in the said Concept Clearance ProforTTla,and a

feasibility study on linlng Of some 3,000 km of

these canals with a full supply capaclty Of under 30

cusecs (Category-Ⅰ)is supposed
to be commenced

at the end of 1991 , considering the phased

implementation because of the size of the prqect･

However, the lining ofremain】ng 3,800 km with

more than 30 cusecs(Categolγ-1Ⅰ)
is equally

important and urgent to those with under 30

cusecs. And it is practically desirable that the

pnonty of implementatiorl be decided after the

feasibility study for both Categories in due

consideraliorl Of the results of the studies.but

without being bound the Categories･

d) Scope of the Study The Study will cover the 6,800 km of the

distributaries and minors in the salineareas

(Categories-I &
-II)･

However, the results of the

preceding
feasibility study which is supposed to be

started at the end of 1991
,will

be fully respected

and be reflected
in the Study. And (here fore

collection of dat〟infbmation and 丘eld surveysノ

investlgations will be concentrated to the 3,800km

of canals with a full supply capaclty more than 30

cusecs. Review oF the preceding feasibility study

will tx: made jT)respect Of costs , benefits and

economic evaluationwith a purpose of putting

them on the same basis to be employed in the
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Study,and fomulatlng a phase-Wise

implementation schedule･

Detailed Terms of Reference (TOR) is attached as

Annex-1.

e)
Mor)th of Cornmencement

and completion

O Estjrr)afed Cost ofS!udies

i) Local

ii) Foreign

Total

g)
Personnel required

h) Given Period of Contract

for Consultants and tens

oftheir appointment

5. Details of Schemes likely to

be submitted after survey

and studies are completed

18 months

Rs. 1,387,000 (See Table-■1)

Foreign cost is proposed to be covered by the T/A

program froローtbe Government of Japan･

Rs. 1,387,000

The study is proposed
to be carried out by

Japan International Cooperative Agency (JICA)･

18 months

Terms of Reference attached

a) General Description Feasibility Report

b) Location Punjab

c) Estimated Cost All types of costs and economic benefits wiu be

worked out during feasibility studv
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d) Bene丘t of Project

Economic I Financial

and non-Quantifiable

e)
Probable Mode of

Financ】 ng

f) Number of persons likely

to be employed during

implementation of scheme

& a氏er completion

i) Local Personnel

ii) Foreign Personnel

g) Material & parts required

after completion of Project

(Local 良 Foreign Cost)

The major Objectiveof the project is too save the

loss of precious canal water by lining of irrigation

canals. The detailed benefitwiLl, however, be

worked out in the feasibility study･

Government of Pakistan through Federal ADPノ

Assistance of Donor Agencies･ Especially, soft

1oa皿Of Japanese Govemment (OECF loan) is

highly expected
to support the implementation of

the Project.

will be detemined by the consultants in the

Feasibility Study･

Nomal 0 & M costs as per approved yard-stick

allocated by the Government of Punjab,Irrigation

& Power Department would be quite adequate･
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TABLE- 1

COST ESTIMATE FOR FEASIBILITY STUDY

(LOCAL CURRENCY PORTION TO BE BORNE

BY THE GOVERNMENT OF PAKISTAN)

1. RenluneTation for Counter Pa†t Personnel

2. Office at Lahore

3. Transportation

4. Other Plant and Equipment

585,000

270,000

288,000

244,000

Total 1
,387,000

Remarks : For breakdown, see Table
-
2
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TABLE
-2
BREAKDOWN OF COST ESTIMATE (LOCAL CURRENCY PORTION)

1. Remuneration for Counter Part Personnel

Counterpart Personnel Nos. Month Pay & A)lowance Amount

Per Month (Rs.) (Rs.)

Deputy Director / Senior Engineer

Assistant Engineer

Division Head Draftsman

D raftsman

Tracer

Steno

Typist

Driver

1

2

1

1

I

1

1

2

8

8

8

8

8

8

8

8

9,000 162,000

5,000 180,000

5,000 90,000

3
,000

54,000

2,000 36,000

2,000 36,000

1
,500

27,000

2,000 72,000

Tota1 585,000

2. Office at Lahore

Nos. Month Unit Price Amount

(Rs.) (Rs.)
0旅ce Space 18 ■15,000 270,000

3. Transportation

Nos. Month Unit Price Amount

(Rs.) (Rs.)
Vehcles 2 18 12,000 21 6,000

Run皿ng Cost 2 18 4,000 72,000

Tota1 288,000

4. Other Plant and Equipment

Nos. Mollth Unit Price Amount

(Rs.) (Rs.)
Drawlng lnstruments

Office Stationary

Photo Copy Machine

Telephone Charge

Electric & Other Utility Charge 18 3,000

20,000

20, 000

50,000

100,000

54,000

Tota1 244, 000

A-9



ATTA CHM ENT

TERMS OF REFERENCE

FOR

FEASIBILITY STUDY

ON

LINING OF DISTRIBUTARIES AND MINORS

IN PUNJAB

1. INTRODUCTION

Agriculture plays an important role in PakistanTs economy accounting for over 23

percent of Gross Domestic Product (Gop) and employing about 50 percent of the labour

force･ The average annual growth rate of agncultural sector is about 3･3 percent during

the last two decades･ Pakistan has made considerable efforts to increase agncultural

production through development of new water resources, improvement of on-farm

management and reclamation of waterlogged and saline areas to keep pace with its

popula(ion growthwhich is increasing at a rate Of about 3.0 percent per ar)nun.

2. PROJECT BACKGROUND

The avajJabi】ity of irrigation water is ]imi【ed and therefore a一lpossib一e ways and

meanswill have to be taken to conserve the available waterand/orminimize the losses. It

has been recogr)ized that the conveyance losses in the existlng lmgat]'on canalsystems iTI

Punjab are substantially large and these have to be minimized for increase of food

production.

The lit)ing of canals is one of theright steps fわrwater conservation. Especially in

saline areas, where gTOundwater cannot be re-used for i汀1gation because of its high

salirlity, reducing Seepage loss from charlnels is essential for utilizlng limited water

resources for imgation efficiently･ Further, the linlng Of canals would bring more areas

under imgation. The operation arld mairltenanCe COST COuld also be reduced. With the

lining Of the canals, the disposal of highly saline effluent from the saline areas could also

be reduced resulting ln less sub-surface drainage effort.

The lining works for all distributions and minors in the saline areas was taken up

as the most important and urgent works to be implemented under the development

programme of Punjab. A study for the lining of distributaries and minors less than 30

cusecs capaclty With a total length of 3,000 km in the saline areas is supposed to be

commenced soon by the Irrigation and Power Department. Now, a feasibility study for

the samewith more than 30 cusecs, consistlng Of3,800 km in total, is being proposed･
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3. OBJECTIVES OF THE STUDY

The objectiveof the Study is.･ i)to increase food produc(ion by using the warer

accrued from reducing conveyance loss in the distributaries and minors runnlng in saline

areas in Punjab (general objective);and ii)to conduct the feasibility study of the Project

(specificobjective),whichwill include:

- to formulate the most optlmurn lining plan for about 3,800 km ofdistributaries

andminorswith a full supply capacity more thar1 30 cusecs (Category-II)in the

saline areas;

- to estimate costsand benefits of the plan for the above canals;

一tO Verifythetechnicalfeasibility and economical soundness of the above plan;

- to review,in respect of costs, benefits and economic evaluation, of the feasibility

study supposed to be conducted by the lrrigation and Power Depart-れent ,

which will cover 3,000 km of the distributaries and minors with a supply

capacity less than 30 cusecs (Category-Ⅰ);

- to formulate phased implementation plan of the Project.

4. SCOPE OF WORX5

Tbe scope of works will include the followlng;

(1) DataCollectionandReview

a)
Data collection relevant to Category-ⅠI

Collection and review for all the existing data and inFormations relevant to

the followlng Items:

-Topography and aeria( photographs

-Meteorology and hydrology

-Geology

-Hydrogeology

-Irrigation arid drainage

-Social andrural infrastructures

-Agriculture, soils, land use

-Nationaland regionaldevelopmentplans relevant to the Project
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ーOthers

b) Review of previous studies

-Previous studies, plans and data of on-golllg projects Such as Command

Water Management Project,etc.

-Results of studies/tests on lining method 帆,llich are underway by the

lrrigation Research Institute

-Review
on performance of similar works a】1‾eadycarried out in the

Province

-Other existlng repOIIs and studies relevant to the Prqject

(2) Field Survey and hvestlgations Relevant tc･ Category-II

-Reconnaissance survey for distrjbutaries and IⅥinor in the saline areas

-Field survey fb∫imgatioII Canals and related structures

-Land
use survey

-Agricultural survey

-Agro-economic and institutional suⅣey

-Survey
on damage by salinlty

-Survey
on seepage losses

-Constructiorl material and cost survey

(3) Analysis and Study Re一evant to Category-ⅠI

a) Wateruse

-Analysis of the present utilization of water resources in the area

b) Study of lining works

-Comparative study on di恥rent types of linlng -¶ethod･

-Determination of the most suitable typeof lirting for each different area

c) Effects oflining works

-Seepage
loss analysis

-Estimation of wafer Saving aS the resu】tof 】jmng

-Estimation of behavior of groundwater after lining
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d) Study on optimum use of the wafer generated by lining

e) Selection of sample areas for additiol-al sur､′ey and investigation

-Grouping the canals based on multトdisclplinarv indexes
ノ

ーSelection of sample areas representing each group

(4) Additional Survey and lnvestlgation Relevant to Categolγ-II

-Inventory sun′ey of selected canals in the sample areas

-Agro-economic survey in the sample areas

-Other

(5) Formulation of Development plan Relevant to Category-Il

a) Fomロ1adon oflinir)g plaJl

b) Fomulation of agriculturaldevelopment plan

c)
Fomulation of optimum water use plan

d) Environmentalimpact

(6) Review of the precedirlg Feasibility Report

a) Review oftxnefit estimate

b) Review of cost estimate

c) Review of economic evaluation

(7) PrqjectEvaluation

a) Benefita□d cost estimate

-Benefit of lining of canals such as increase ir)agncultural production

･-Cost reduction of operation and maintenance by linlng

-Cost reduction of drainage measures

b) Cost estimate

-Investment cost

- 0&M cost

c) Economic evaluation of the Project

(8) ImplementationPlan of the Project

a)
Priority order to each of grouped areas
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b) PllaSed imp】elllentation plan

(9) Preparation of Feasibility Report

TRANSFER OF TECHNOLOGY

Throughout the course of the study, transfer of technology aI-d trainlng

will be provided to counterpart experts by foreign experts in the followlr)g

Beld:

-Field survey and investigations fわrlining englneenllg -rrlgation,

environmental aspects, agnculture, etc

-Planning and design fわrlinlng works, imgation, drainage, etc･

6. SCHEDULE OF THE STUDY AND REPORTS

The period required for the Study is estimated at 16 months in to【al･ A tentative

work schedule is presented in Attachment･

The followlng rePOrtSwill be prepared

-一皿Cept10n report

-Field report

-Interim repolて

-Draft
finalreport

-Final report

Thirty (30) copies jn Eng】jsh wj[hjn one (1) mo地

a氏er commencement of the study

Thirty(30) copies of Eng一ish at the end of Field

Survey

Thirty (30) copies in Englis】1 Within nine (9)

months after commencement of the study

Thirty (30) copies in English within sixteen (16)

months after cornmencemellt Of 【hes【udy

Eighty (80) copies in Englishwithin two (2)

months after recelPt Of comments on the draft final

report

7. EXPERTS INPUTS

For execution or the Study, the followlng fわreign experts will be required

-TeaJT)Leader
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-Irrigation
Engineer

-Design
Engineer

-HydrologlSt

-Wa(er
Management Expert

-HydrogeologlSt

-Drainage
Engineer

-Geographical
Engineer

-Agronomist

-Project
Economist

-Environmental
Expert

The manpower required for the Study will tx about 95 man-month in to(aZ･

8. UNDERTAKINGS OF THE GOVERNMENT

The government of Pakistan wil一 take all necessary lneaSureS tO facilitate the

smooth implementation of the Study.

(1) The Govemment will make all necessary a汀angementS With the cooperation of

other releyant organizations for the fouowlngS;

1) to secure the safety of the Study TearT)

2) to permit the members of the Study Team to enter, leave and sojourn
in

Pakistan for the duration of their asslgr)ment therein, and exemp亡them from

alien reglStration requlrementS,

3) to exempt the members of the Study Team from taxes, duties and other

charges on equlpment, machinery and other materials brought into Pakistan

for the implementation of the Study,

4) to exempt the members of the Study Team from income tax and other charges

imposed on or in connection with a【1),emOluments or allowances paid to

members of the Study Team for their services in connection with the

implementatior] of the Study

5) to secure pemission to take all data and documents (including photographs)

related [o the Study out of Pakistan to Japan by the Study Team, and to enter

into all areas required fb∫the Studv.
■/

A-15



(2) The Govemmentwill, at its own expense, provide the Study Team with the

followlng, 1n COOperationwith other relevant authorities and organizations.,

l) to provide all the available data and ir)formatiorl tO Carry Out the Study,

including maps, aerial photographs, statistics, meteo-hydrologlCal and

geologlCal data, hydrogeoioglCal data, socio-economy and previous study

reports relevant to the pro+ect, etc･,

2) to nominate counterpart experts for respective foreign experts, including a

projeCt coordinator responsible for the Study and solving any troubles or

matters anslng throughout the Study period,

3) to provide logistic support including office space at Lahore with the necessary

ofnce fumiture and equlpment, and

4) to provide necessary vehicles with drivers for Field surveys and

investlgations.
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TENTATIVE WORK SCHEDULE FOR FEASIBILITY STUDY

ON LINING OF DISTRIBUTARIES AND MINORS IN PANJAB (WORK II)

>･
I

l■･-▲

ー.+

Workltems

Month

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15 16 17 18

1.DataCollectionandReview

2･FieldSurveysandlnvestlgations

3.AnalysISandStudy

4.AdditionalSurvey弧dlnvestlgarion

5.FonllulationofDevelopmentPlan

6.ReviewofthePrecedingFeasibilityReport

7.ProjectEvalua【ion

8.lrnplementationPlanofthePorject

+

REPORTS

ICR R R D

Note: fCR ; Inception Report, FR ; Field Report, IR ; hterim Report, DFR ; Draft FinalReport, FR ; Final Report

- : FieldWorksinpakistan ⊂コ: HomeO岱ceWorks
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付鳩究科- 2

調査団長の経歴

調査B名 経歴

神谷保広

昭和1 6咋5月9n!TL･.

【]7u]1n39年3月

昭和39年4月

昭和39年4月

昭和45年4月

昭和45年9月

昭和46年11月

昭和49年4月

昭和50年8月

昭和52年6月

昭和53年7月

昭和54年7月

昭和59年1月

平成 2年10月

平成 3年7月

主な海外業務実績

案件名

ホワイトポルタ総合開発

ラシッ:h農業開発

シャトアルアラブ川籍合開発

ナラヤニ海概計画

ブリタン･プロパー港概計画

ビンデイン農業開発計画

ド･アナムブラ総合開発計画

ローアナムブラ藩瀧計画

オシュンオグン開発計画

ジャテイルフール鹿渡計画

ローアナムブラ竜恕計画

三重大学農学部農業土木課卒業

日本工営入社

E]本=営(秩) 農業部

円本工首(株) 計各部

日本工営(秩) 英国ササンプトン大学(院 卒業)

日本工営(秩) 企画部

日本工営(株) 農業水利部

日本工営(株) エヌグ開発事務所(ナイジェリア)

日本工営(樵) 農業水利部

日本工営(秩) 農業水利部 課長

日本工営(秩) ジャテイルフール開発ヰ磯所 所長

口本工営(株) ローアナムブラ開発部務所 所長

Fて本工首(株) 農村地域開発部

日本工営(株) 第三:!](/;yS部首IJ.=Lli業部長兼農村地域間発郡部長

聖堂茎墜一

転概排水計1呈h;

轟概排水計画

港概排水計画

潅概排水計画

藩政排水計画

潅概排水計画

潅概排水計画

総括

総括

総括

総括

墜臥

昭和40年03月一昭和4

臥_

ガーナ

イラン

イラク

ネパール

インドネシア

ベトナム

ナイジェリア

ナイジェリア

ナイジェリア

インドネシア

ナイジェリア

昭利43年1

昭和44年0

昭和46年1

f17il和47年0

好捕口49年0

昭和49年0

昭和52年0

昭和53年0

[l(1和5 4年0

昭和59年0
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1月一昭和4

1月一昭和4

2月-昭和4

1月一昭和4
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i j]-u';i]:'t15

1)I)一昭和5

7月一昭和5

1月--1'--成0

1年08月

3年12月

4年08月

7年01月

8年08月

9年03月

1年12月

2年12月

3年08月

8年ユ1月

2年1 1月



付属資料- 3

調査行程表

月日(曜日) 業務内容

1 1 I 20

1 1 ･ 2 1

1 1 ･ 22

1 1 ･

23

1 1 I 24

1 1 I 25

1 1
･

26

1 i ･ 2 7

1ユ･ 28

i i I 29

日

月

火

ガこ

木

金

土

冒

刀

火

1 1 ･ 30 (求)

12･01 (木)

東京よりカラチへ移動

カラチよりイスラマバード-移動

大使館表敬及び打ち合わせ､ JICA衣敬､水アj渦i屯]JT省と打ち令わせ､

イスラマバードよりラホールへ移軌

パンジャブ川潅概竜ノJ局表敬及び打ち合わせ､ローカルコンサルタントと協講

パンジャブ川渡瀧竜力J.-I?;と協議､NESPAKと協議

現場踏査

パンジャブ州潅瀧電力局と協議､ライニング試験場見学

水賛辞電力公社と打ち合わせ,大使館と打ち合わせ

パンジャブ州産赦電力局と協議､鞍告普作成

NESPAKと協議､ローカルコンサルタントと協議､ラホールよりイスラマバー

ドへ移動

大使館と打ち合わせ､ JICA/OECF表敬､イスラマバードよりカラチへ移動

カラチよりアンカラへ移動
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1 連邦政府水資源電力省

Asif H. Kaヱi

Manzoor

2 パンジャブ州藩政電力局

R.K.Anwar

Akhtar Rana

Riazul I叫

Liaquat Ali

hshad Ahnlad

Abdul Shakoor

Qayyum Bhatti

3 水資源電力公社

Riaz.N. TaIⅦ･

4 在パキスタン日本大使館

角田1等書記官

c' JICAパキスタン事務所
御手洗事務所長

6 0ECFパキスタン事務所

森本事務所長

ローカルコンサルタント

F旺id Ahsanuddin

Aslam Rasheed

付属資料- 4

面会者リスト

(Minis(ry of Water ard Power, FederalGovt. of Pakistan)

Chief Engineering Adviser

Additional Secretary

(】rrigation打dPower Department, Govrtnmrny of Punjab)

Secre【∬y

Chief Engineer

Superintendirlg Engineer

Sub-division Officer, Shahkot CanaユSystem

Principal Research Of己cer 0-lead),Irrigation Research lnstitute

PrincIPalResearch Officer, Irrigation Research Institute

PrincIPalReseaTCh Officer, Irrlga(ion Research Institute

WAPDA

Geflerai Manager (Dams 皮 Cordirlation)

Marlagirlg Director
,Republic

Engineering Corporation Ltd･

Vice President, NESPAK
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付属資料-5

1 NEW IRRIGATION PROJECTS

sTEMMING FROM WATER APPORTIONMENT ACCORD

Mi□istry of Water and Power

2 Concept Clearance

LINING OF DISTRIBUTARIES AND MINORS Phase-I

199l, April

3 Concept Clearance

LINING OF DISTRIBUTARIES AND MINORS Phase-1 (Revised)

4 PC-I Profoma

LINING OF DISTRIBUTAR旺S AND MINORS Phase- 1

Govemment of the Punjab

5 PC-2 Profoma

LINING OF DISTRIBUTARIES AND MINORS Phase-1

Government of the Punjab

6 Terms of Reference

LINING OF DISTRIBUTARIES AND MINORS Phase-1

Government of the Pur)jab

7 PC-1 Profoma

GREATER THAL CANAL PROJECT

Government of the Punjab

8 PC-2 Prof■oma

F/S for GREATER THAL CANAL

Government of the Punjab

9 PC12 Proforma

F/S for JALALPUR CANAL

Government of the Punjab

10 PC-2 Proforma

F/S for DAJAL BRANCH EXTENSION

Government of the Punjab

1991,May

199l,May

1991,Oct

1991,April

1991
,April

1991,April

199l,April

ll PC-I Profon¶a

sTRENGTHENING MODERNISATION & REORGANISAT10N

oF IRRIGAT10N RESEARCH INSTITUTE LAHORE

Government oF the Punjab
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藩政地区

既存土水路

地下水潅瀧地区

パンジヤプ州末端永路改修計画 現場写真(1/2)
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塩害地区

ライニング工事

港概試験場における

ライニング試験
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こ{-ナ
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パンジヤプ州末端水路改修計画 現場写真(2/2)
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ⅠⅠトルコ共和国

1.クチュク･メンデレス潅概開発計画

2.アイデンテペ･チャイリョリョ潅概開発計画
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Ⅱ トルコ共和国

I.背景

I.1国土と人口

(1)国土

トルコ共和国はアジア及び一部ヨーロッパに位置し､束はイラン､南にイラク､シリアまた北

はCIS､西はギリシャの5ケ国に国境を接し､政治･経済的に大変重要を重要を位置を占めて

いる｡国土面積は78万km2で日本の約2.1倍である｡行政区分は県が67､その下に郡､町があ

る｡

気候は温帯地方に属するが地域によって大きく異なり､海岸温帯から半乾燥地帯の広範囲にわ

たる気候である｡気温は夏は暑く約30℃又冬は寒く零下5℃となる｡年最高､最低気温はそれ

ぞれ36℃及び-36℃である.降水量も地域により大きく異をり､年平均降雨量は632Tnm(地域

により220mmから2,500m皿の範囲)である｡年間のトルコ全体の降雨量は501km3で､その内約

186km3が河川に流出する｡

(2)人口

1990年人口センサスによると､総人口は約56百万人で､ 1985年から】990年の年平均人口増加率

は2.2%と高い値を示している｡宗教はモスレムが大多数である｡

1.2 社会経済

トルコ共和国は澄済開放政策により輸出振興､輸入自由化､外資導入奨励をどを行なっているo

農業分野については､人口増加及び所得の増加に並行して増大している食糧需要を満たすことを政

策目標の一つとしている｡

1990年の国民総生産は､約252兆トルコ･リラ(約1,080億uSS)
､国民一人当たりのGNPは約

1,900USSである｡最近のGNPの伸びは年約60/.であり､一方インフレも極端に高く､年約600/.であ

る｡

1985年より1990年までの人口及びGDPの推移は下記の通りである｡また､産業別のGDPは表-1に

示す通りである｡

項E] 1985 1987 1990

人口(1,000) 50,660 56,470

GDP (10億TL) 25,526 52,929 251,732

トルコ共和国の輸出入額は1990年実績で､輸出129億uSSに対して輸入223億usSと輸入超過とな

つている｡主要輸出品目は､第一位が工業製品､第二位が農業生産物となっており､農産物も重安

な輸出の一つとなっている｡一方､主要輸入品日は､工業製品､石油､機械等である｡農産物(小
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麦､米等)もかなり輸入している(衣-2参照) 0

I.3 農業の現状

農業部門の国家経済に占める割合は工業部門の次に大きく､国内総生産(GDP)の約18%が農業

部門から生産されている｡輸出総額の約20%が綿花､肉類などのなどの農畜産品である｡また､労

働人口の約19%が農業従事者である｡トルコの農業は耕地面積2800万ha (国土面積の36%)
､就業

者約940万人で2500万トンの穀類､ 3000万トンの換金作物や野菜･果物を生産して約5600万人の国

内人口を養った上で､農産物及び農産加工品を国外に輸出している｡最近の農産物輸出額は20億

USSであり､世界の主要農産物輸出国のひとつである｡

食用作物は自給農家によって生産されている｡主要食用作物は､主食である小麦､大麦､ジャガ

イモ､根菜類等である｡ 1985年から1990年までの主要農産物の生産高は下記の表の通りである｡

主要農業産品(1,000トン)

作物

小麦

大麦

タバコ

棉

ぶどう

1985 1986 1987 1988 1989 1990

17,000 19,000 18,900 20,500 16,200 20,000

6,500 7,000 6,900 7,500 4,500 7,200

170 158 185 219 270 288

1,400 l
,347

1,396 1,690 1,581 l
,650

3,300 3,000 3,300 3,350 3,430 3,420

トルコの耕地面積2800万baの内､潅瀧されている農地は約390万haであり､まだ大部分の農地に

おいては藩概施設が完備されていなく､天候に大きく左右される天水農業である｡

農作物以外に漁獲量は10年間の平均で年間約54万トン､原木生産量は年間約1600万m3である｡

しかし原木の生産量は毎年急激に減少している｡

1.4 国家開発計画

トルコ共和国政府は1989年に第6次5ケ年計画(1990-1994)を作成し現在実施中であるoこれが

国の開発政策の基礎となっている｡同計画では工業､農業の発展､生活水準の向上が強調されてい

る｡特に人口増加､都市化及び所得増加に平行して増大している食料需要を満たすため､農業開発

に高いプライオリテ-が与えられている｡

5ケ年計画によると､計画最終年度の1994年度は経済成長率は8.3%を達成し､問題のインフレ率

は12-13%に沈静するとしている,このほか､輸出金額225億usS､観光収入55億usS､一方輸入

は280億usSで､名目で25億ussの黒字と計画している｡ 5ケ年計画の部門別成長目標率と構成比は

以下に示す通りである｡
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部門別成長目標率と構成比(%)

部門 89年度構成比 94年度構成比 年平均成長率

農業

工業

サービス

合計

15.8

36,7

47.5

100

13.9

39.0

47.i

100

4.1

8.I

6.7

6.8

第6次5ケ年開発計画期間においては､工業化がトルコの経済発展の基本要素の一つとして取り上

げられている｡特に工業化においては,外貨獲得性と競争力のある構造の形成を目指している.一

方､農業分野では､生産方法を近代化して農業生産の天候への依存度を減少させること､人工急増

に伴う食料需要に対応すること､農産物の輸出振興を図ることを基本目標としている｡トルコは食

料自給国であり､雇類も多感豊富で､質の良さは､世界有数である｡特に農産物の増加のため農業

技術開発や農業近代化に重点がおかれている

この計画の中で､農業分野の開発には重点が置かれ､絶間発資金の10%を占めている｡農業分野

では特に､農民に対する普及サービスの提供､潅概プロジェクトの推進､農業技術の強化､農村の

整備等に力点がおかれている｡
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2 クチュク･メンデレス港概開発計画

2.1事業の背景

本計画地区はトルコ国のアナトリア西部､トルコ第三の都市イズミ-ルの南東部約25kmに位置

し､エーゲ海に面するクチエクメンデレス河の両側に広がる地域である｡計画地区の流域面積は約

6,900km2､ 1990年の人口センサスによるとこの地域の稔人口は約230,000人である｡この地域の人

口はイズミ-ル等の都市への続出により減少傾向にあるo

計画地域は肥沃な土壌と温暖な気候に恵まれており､古くから農業用地としてその限界まで利用

されてきた.しかし､降雨が少か､ために農業生産は常に気候に左右される不安定な要素を抱えて

おり､これまで地下水を利用した小規模潅概が実施されてきたが,土地の高度利用の進行とともに

地下水利用も限界に近づきつつある｡

同地域は大都市イズミ-ルに近く､このため都市と農村部の生活水準格差による都市部への人口

流出が激しく､国内全体の人口増加傾向にもかかわらず､地域内人口の減少という現象を生んでお

り､結果的に農業生産性の低下につながる深刻な問題としてとらえられている｡また､その半面イ

ズミ-ルでは急激な人口増加(3%以上)による都市機能の低下が大きな問題となっている｡

これらの問題を解決するために､農民生活の安定､所得向上による地域間経済格差の是正,生産

性と雇用機会の増大等によって､農民に対するインセンティブを与え､農村部からの人口流出とそ

れに伴う農業生産性の低下を防止することが､同地域の最重要､緊急課題となっている｡

また､同地域では降雨が冬期に集中し､また河床勾配が急であるため､降雨時に短時間の涜出が

発生し､河川周辺に洪水被害を及ぼしている｡ DSIはこの洪水防御のために小規模な洪水対策を施

しているが､抜本的な対策が望まれている｡

イズミ-ル周辺ではすでに様々な農業生産基盤整備事業､農村総合開発事業が実施されており､

農業部門に対する積極的投資として効果を上げており､現在まだ計画段階にあるクチエクメンデレ

ス川流域の寵親閲発計画の実施は､地域の大きな期待を担っている｡

2.2 計画地区の概要

(り位置及び地形

計画地区はアナトリアの西部に属し､なだらかな丘陵地の中をクチエク･メンデレス河が東か

ら西に流れエーゲ海にそそいでおり､河口付近にはギリシャ･ローマ時代の遺跡として名高い

エフェスがある｡計画地域はクチエタメンデレス河の両側に広がる一大農業地帯であり､涜域

面積は約6,900km2である｡地区は東から西にかけてなだらかに傾斜しており､標高は160m-

30m間である｡

行政区分的には計画地域はイズミ-ル州に属し,地区内には13の村落がある｡ 1990年の人口セ

ンサスによる､これら村落の総人口は約230,000人である｡

(2)気候

計画地区の気候は西部アナトリア気候といわれ､地中海性気候の影響を受けてかなり温暖であ
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り春､夏､秋､冬の四季の区別を持つ｡冬は温暖で湿潤であり､冬の平均気温は9℃､夏は乾

燥して暑く､夏の平均気温は28℃である｡一方降雨量はかなり少なく年間平均680mmであるo

特に夏の期間(4月-9月)の降雨量は135mmと少なく､作物の成育には不十分な状況となっ

ており､降雨の少ない年には作物に大きな被害を与えている｡計画地区の平均月降雨量は下表

の通りである｡

⊥+些
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 合計

110 100 80 50 40 20 6 3 16 44 71 140 680

(3)水文

計画地区の水源はクチエク･メンデレス河及び地下水である｡クチエク･メンデレス河は南部の

高地より計画地区を走りエーゲ海に注いでいる｡クチュク･メンデレス河のセルチック部落地点に

おける年間流出量は約420MCMである｡平均月間流出量は卜100mつと季節により大きく変化して

いる｡地下水は農業用水に使用しているため､年々減少しているといわれる｡

(4)土壌及び農業現況

計画地区の土壌は褐色のロームが一般的である｡土壌は一般的に肥沃で､様々な覆類の作物､野

菜､果樹が栽培されている｡現在二毛作が一般的であり､栽培されている作物は､小麦,大麦､綿

花､ジャガイモ､野菜､果物等である｡特に小麦､大麦は冬に栽培され､綿花､野菜は夏に栽培さ

れている｡農作業はトラク夕-を全面的に使用し､労働は家庭労働が中心であるo単位収量は､綿

花が2.5トン/ha､小麦が2.3トン/血､程度である｡また､畜産はこの地域の農家の重要な収入源

であるo計画地区のうちベーダ(鮎yd喝)地区の作物栽培状況は下に示す通りである.

ベーダ一地区の作物栽培状況(13,055ha)

作物栽培面積(%)単位収量(トン/ha)

綿花

イチジク

小麦

タバコ

ジャガイモ

野菜

西瓜

オリーブ､

42

19

12

11

5

4

3

他 4

2.50

4.50

2.30

0.95

23.00

32.00

28.00

0.80

計 100

土地は個人所有であり､一個農家あたり作付面積は8.4haであるが､農家により経営規模は大き

く異なる｡

(5)既存農村インフラ
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計画地区内のほぼ中央を幹線道路(コンクリート舗装道路)が東西に走っている｡また鉄道も道

路に沿って走っている｡幹線道路より農村への支線道路もコンクリート舗装されている｡農村電化

及び電話が整備されており,水道も-部整備されている｡計画地区の最下流よりイズミ-ルまで約

25kmで､途中にイズミ-ル国際空港がある｡

(6)既存潅概施設

計画地域ではこれまで地下水藩政が一般的に行われており､ DSl又は民間の手による地下水港概

施設が数多く建設されている｡しかし､近年地下水利用は飽和状態に達つつあり,地下水位が低下

しているためにより深い井戸を掘削する必要が生じており､また使用不能となった井戸も多い｡

(7)農民組織他

地域内の農民の農業技術は高く､通年の耕作と肥料の使用は広く行われているo また､農業技術

普及のための農民意識は高く､農業研究機関と農民との連携は強い｡また､ジャガイモ栽培に対す

る農業協同組合が組織されている｡

2.3 開発計画の概要

(1)開発構想

本開発計画の目的は潅概施設の導入により農業生産量の増加及び安定化､農村環境整備及び余

剰水のイズミ-ル都市への供給である｡特に現在イズミ-ル都市に洗出している農村人口の防

止のため農村環境整備を含た農村総合開発が急務とをっている｡本計画の目標は下記の通りで

ある｡

1)藩概施設導入による港瀧農業の開発､ 3地区

Beydag地区:

Aktas地区:

Ergenli/Bargas地区

合計:

(3計画地区の内､

2

3

4

13,055ha

l,773ha

8,146ha

22,974ba

Beydag地区に優先順位がおかれている)

洪水防御､排永施設の整備

農村開発串よび収穫後処理施設の建設､道路･水道を含む農村環境整備

余剰水のイズミ-ルへの水供給

(2)藩政開発

計画地区内の潅概計画面積は約22,974haである｡計画地区は降雨量が年平均680mmと少なく､

かつ涜量の変動が激しい｡このため貴重な河川涜出量を最大限に活用するという方針で計画が

作成されている｡潅概計画地区は3地区にわかれており､それぞれダムを水源としている｡藩

政計画は下記の通りであるo
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地区名 水源 計画面積ola) ダム(高さ)

Baydag Baydag Dam 1 3,055 H=54･7m ･

Aktas Aktas Da皿 1
,733

H=93m

Ergenli-Burgaz Ergenli-Burgaz Dam 8,146 Il=77･5m&H=102m

計 22,974

計画は､上記のダムを始めとして藩政水路,道路､排水路､付帯施設を含む港概施設を建設す

る計画である｡農民に対する聞き取りでは､ Baydag地区は広範囲に作物が栽培されているた

めに､水不足の問題を強く強調され､特に藩政施設の建設を強く要請された｡この地区は農業

技術､トラクタ-等の施設は既にかなり整備されているため､用水不足が解消されれば､農業

生産物が増加し農家収入が飛躍的に増大すると考えられる｡一戸農家あたりの収入はプロジェ

クト前は平均約43百万トルコリラがプロジェクト後は2.5倍の255百万トルコリラになると推定

されている｡

(3)排水及び洪水防御

計画地区の河川は一般的に河川勾配が急でこのため涜域内に降雨量が多いと一度に多くの流出

があり､洪水が河川の周囲に氾渡するといわれる｡また河川には流下土石が多く､これが河川

構造物に被害をあたえている｡計画地区の内､特にErgenli, Burgaz及びAktas川の周辺に被害

が多いと言われる｡現在､ DSIがこれらの河川について小規模な改修を実施しているo

本計画のダム建設は副次的に洪水防御の役目も果たし､ DSIは更に別河川に洪水防御ダムを検

討中である｡また､土砂流出により河川の流下能力は低下しており､河川改修の必要性もある

と考えられる｡なお､ Bay血g地区については河川勾配が比較的緩やかであるため､洪水被害

等の問題は少ないとされている｡

(4)農村環境整備

現在農村と都市の間でかなりの生活のレベルの差があるといわれる｡このため農民の生活水準

の向上と共に社会及び農業活動の活性化を図るために､農村環境整備を実施する必要がある｡

特に下記の施設の整備が重要である｡

一部落を走る農道の整備

一水道の整備(畜産用の水供給含む)

-農村集落協同利用施設の建設等

(5)農業

計画地区は､安定した港親水の供給が確保されるならば､多種多用の作物の栽培が可能である｡

現在綿花､野菜､果実等を中心とした栽培が行われており､将来的にも現在の方向性を維持し

た以下のような農業生産が計画されている｡

I

2

3

4

大帝賓地イズミール向けの野菜､果実等生鮮食料品の供給

イズミ-ル港から出荷されるヨーロッパ向けの野菜､果実､生花等の生産

イズミ-ル及び地域内での軽工業原料としての綿花生産

自家消費を含む小麦､ジャガイモ等の生産
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藩瀧の導入により,単位当たりの収穫量にはかなりの増加が見込まれている｡主要作物として

は､綿花が3.5トン/ha､小麦が3.5トン/ha,ジャガイモ33トン/ha及び野菜が35トン/haと

期待される｡また,現在名産となっているオリーブ及びイチジクは､その生産維持のためにさ

らなる農業技術の導入が必要と考えられている｡

本計画実施により､収穫量の増大が期待される､これらの収穫物を効率的に処理出来るよう､

倉庫などの収穫ご処理施設の建設を計画する｡

(6)イズミ-ル都市へ水供給

イズミ-ル都市は現在人口が約4.5百万人で､人口は毎年約3%で増加している｡現在人口増に

みあう食糧手当て及び飲料水確保が問題となっている｡計画地区及びイズミ-ル地区は降雨量

が少なく(計画地区:年680mm)
､河川涜出畳も少ないので､河川続出量の有効利用が強訴

されている｡今回の計画は港瀧導入による農業増産と農村開発であるが､河川流出量の有効利

用による余剰水のイズミ-ル市への供給も計画されている｡

2.4 協力ヘの展望

本計画の実施により､食糧生産の安定化,地区内の生活水準の向上､及び地域社会の基盤の改善

が図られる｡これにより､計画地区の経済の均等化が進み､地域格差がなくなることが期待できる｡

トルコは農業国としてバランスのとれた農業生産による各雇農作物の自給､輸出振興を目指してお

り,このための各種政策を実行しているところであるo特に､今後期待されているヨーロッパ市場

向けの農産物生産にあたっては､高収量と共に生産物の安定供給,品質の向上及び適切な収穫後処

理が重要課題となっており､この面において日本の技術協力に対する期待は大きいo

本計画はトルコの農業開発政策にも沿ったものであり､地域内の農業振興､雇用促進のみならず､

同国農業開発推進の一助となるものと考えられる｡又､農村環境整備を含めた結合的農村開発計画

として､近隣地域におけるモデル農村開発事業になることも期待できるo このような観点から､

DSIは､本計画の早期実現のためにマスタープラン用の調査を行ない(できればBaydgプロジェク

トのF/Sを含む)
､包括的かつ具体的な開発計画の策定を行ないたい意向であり､日本の資金､

技術援助を求めている｡
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3 アイデンテペ･チャイリヨリヨ港概計画

3.1 事業の背景

本計画地区はトルコ国のアナトリア北部に位置し､黒海沿岸の･トラブゾーンより南方約200kmの

グムシヤネ州のバイバート及びケルキット郡に位置している｡計画地区はチョル川涜域に入ってお

り,淀城面積は約2,206km2である｡計画地区は大きくアイデンテペ雇概地区(糾o,548ha)及びチ

ャイリョリョ潅概地区(約22,710ha)にわけられる｡ (本計画地区はDSIXXII地区に属している) ｡

チョル川流域の人口は約110,000人､その内約20,000人が計甲地区に住んでいるo

この地域の気候は黒海地方及びアナトリア束部地方の中間の気候である｡また日本と同じで四季

すなわち春､夏､秋､冬よりなっている｡平均気温は冬は-8℃と寒く一方夏は20℃となる｡降雨量

は少なく年間約400mmである｡

この地域は肥沃な土塊となだらかな地形に恵まれており､古くから農業用地として大部分が利用

されている｡しかし､藩蔵はごく一部において補助卸こ行われているにすぎず､農業生産は天候に

大きく左右される状況である｡さらに冬の気候が厳しいこと､農家収入が絶対的に低いこと等から､

農村部と都市部の生活格差が大きく､農村部からの人口流出が著しい｡このため､農村人口の減少

による農業生産性の低下､都市部における急激な人口増加という二つの大きな問題が生じている｡

この地域における農民生活の安定､地域間の経済格差の是正､農民の都市への流出防止､更に食

料増産という国家政策も相挨って,この地域に潅概農業の導入が重要かつ緊急となっている○この

一環として､水資源開発庁(DSI
(XXⅢ地区) )はこの地域の農業開発に着手した.特にアイデン

テペ潅概プロジェクトは自国の予算で潅概工事を1990年より着手したが､予算が確保できず､現在

工事が大幅に遅れている.チャイリョリョ虐政開発計画は予算の都合で開発の見通しがたっていな

い.従って､両港概開発計画の実施はDSl (XXll地区)では再優先案件となっている｡

3.2 計画地区の概況

(1)位置及び地形

計画地区はアナトリアの北部に属し､トラブゾーンのグムシヤネ州のバイバート及びケルキッ

ト部に位置しており､籍面積は約2,20Okm2であるoまた,標高は1,600-1,750皿間にあり､南

から北にかけてなだらかに傾斜している｡

水源となるチョル河は､計画地域内を北に流れた後東流し､ CISとの国境を越えた後､グルジ

ア共和国内で黒海に注いでいる｡

計画地区の中心の町はバイバート@ayburt)で､地区内には25の部落があり､これら村落の総人

口は約20,000人である｡この地域の人口は､都市への流出が多く,年々減少している｡ (1970

年:20,149､ 1980年: 19,753)

(2)気象

計画地区内は黒海地方と東部アナトリア地方の気候の中間である｡この地方の気候は標高が高

いため,寒暖の差が激しい｡最低最高温度はそれぞれ-31℃及び36℃である｡降雨量はかなり

少なく年間平均400mm程度であり､特に夏の期間(6月-9月)の降雨量は56mmと少なく､作
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物の生育に慢性的水不足となっている｡毎年水不足で作物が被害を受けるといわれる｡

(3)水文

計画地区の水源はチョル川及びその支流｡チョル川はゴラ川より流れ､アイデンテペの頭首工

より東に走りプロジェクトの真ん中を束に走り他の地域のプロジェクトを通り最終的に黒海に

注いでいる｡プロジェクト地区には3本の主要支線が流れている｡すをわちflano川, Lori川及

びpulur川である.アイデンテペ港概地区はチョル川より取水するが,チャイリョリョ潅故地

区は2本の支線にダムを作りそこから取水する計画である.チョル川の流域面積はバイバート

の地点で約1,734km2で年間流出量は約520MCMである｡平均月間続出量は1卜150MCMと季節

により大きく変化している｡一方3本の支線は11月中旬の時点では､ほとんど流量がなかった｡

地下水はほとんど利用されていない｡

(4)土壌及び農業現況

計画地区の土壌は茶褐色及び褐色粘質ロームが一般的である｡土壌は比蕨翰肥沃である｡計画

地区は様々な種類の作物､野菜が栽培されている｡現在栽培されている一般的な作物は､麦､

大麦､クローバー､ビート､ジャガイモ､果樹､野菜等である｡ ′ト麦､大麦は冬期に栽培され

他の作物は夏に集中している｡農作業は全面的にトラクタ-を使用し､家庭労働が中心である｡

肥料､農薬はまだ十分に使用されていない｡計画地区は降雨量も少なく地下水も豊富でなく､

農産物の増産には港軟水が不可欠である｡

計画地区の作物の単位収量は降雨が少なくまた肥料等の投入が少か､ため､作物全般に低い｡

単位収量は小麦1.6-2.3トン/ha､大麦1.8-2.5トン/ha､シュガービート3.6トン/ha､果樹

(イチジク:4-6トン/ha)である.この地区の1戸農家の作付面積は約8haで､農家によりか

なり大きく追っている｡この地区の畜産も農家の重要な収入源である｡畜産は羊､山羊が中心

である｡

(5)既存農村インフラ

トラブゾーンより計画地区まで舗装道路が通じているが､一部修復が必要なところがある｡計

画地区の周囲及び計画地区内の幹線道路は舗装されているが､一般の農道はまだ舗装されてい

ない｡農村電化は整備されており､水道も-部整備されている｡

(6)既存潅概施設

アイデンテペ藩政地区は1990年より国の予算で潅瀧工事を開始している｡しかし､最近国の予

算の確保が難しく､工事資金の手当がつかず､工事が大幅に遅れている｡ 1991年11月の時点で

工事進捗は約30%といわれ､予定の半分以下とのことである｡チャイリョリョ計画地区は現在

作物は栽培されているが,一部の地下水潅概施設除けば､藩概施設､農道は整備されていない｡

地下水藩概は全体で約1,035haといわれる｡

3.3 開発計画の概要

(1)開発構想
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本計画の目的は藩耽施設の導入により農業生産量の増加及び安定化､農村環境整備である｡特に

現在トラブゾーンを含め都市に流出している尉寸人口の防止のため農村環境の整備を含めた農

村総合開発が急務となっている｡ DSIはこの地域に近代漸既施設を導入し､農村の開発と共に

この地域の潅叔施設のモデルにしたいと強く希望している｡

りである｡

1

2

3

潅概施設導入による濃概農業の開発(22,710ha)

排水施設の完備および河川改修

農村開発

本計画の具体的な目標は下記の通

(2)港概開発

計画地区内の痕概計画面積は約22,710haである｡計画地区は降雨量が年平均427mmと少なくそ

のため河川流量が少ない｡このため河川流出量を最大限に活用するという方針で計画が作成さ

れている｡潅概計画地区は3地区にわかれておりそれぞれダム建設により水源としている○潅

就計画は下記の通りである｡

計画地区名 Kirklartepe Camur Demiroze

計画面積(ha)

水源

流域面積(km2)

ダム

タイプ

幹線水路(km)

タイプ

4,137

Siptoros川

19.8

Kirklartepeダム

ロックフィル

4.6

ライニング

4,023

Lori川

105.2

camurダム

ロックフィル

4.0

ライニング

14,550

Lori川

306

Demi∫ozeダム

ロックフィル

14.6

ライニング

上記の表のように計画地区に3ダムを始め濠概水路､道路､排水路､付帯施設を含む港既施設
を建設する計画である｡またこの地区は農業技術､トラクタ-をどの施設が整備されているの

で､港親水があれば､農業生産量が増加し農家収入が飛躍的に増大すると期待されている｡

(3)排水及び洪水防御

計画地区の河川は一般的に河川勾配がかなり急で,流域内に降雨量が多いとかなりの水が氾濫

する｡また河川には読下する石混じり土砂が多く､これが河川の堤防に被害をあたえている｡

今計画のダム建設は潅概が主目的であるが､副次的に洪水防御の役Elも果たす｡現在河川は流

砂で通水断面が小さくなっているので､流下石及び土砂を掘削し河川の通水断面を広くする必

要がある｡

(4)農村環境整備

現在農村と都市の間ではかなりの生活のレベルの差があるといわれる｡このため農民の生活水

準の向上と共に社会及び農業活動の活性化を図るために､農村環境整備を実施する必要がある｡

特に下記の施設の整備が重要である｡

一部落を走る農道の整備
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-水道の整備(畜産用の水供給含む)

-農村協同利用施設の建設等

(5)農業

計画地区の気象は､安定した潅概水の供給が確保されるならば,多種多用の作物の栽培が可能

である｡この地区は既に小麦､シュガービート､野菜､果物等が豊富に栽培されているので､

この計画の主要作物は､現在及び将来共に有望であるシュガービート､野菜及び果物が中心と

なる.同時に農民の消費のため､小麦､ジャガイモ､野菜にも力点をおくo

藩政導入により,単位当たりの収穫量はかなり増加する｡主なものは:シュガービートが6ト

ン/ha､小麦が3.5トン/ha､野菜が35トン/haと期待される｡

また､本計画の実施により､農業生産量の増大が期待され､これらの収穫物を効率的に処理出

来るよう,倉庫などの収穫後処理施設の建設等を計画する｡

2.4 協力への展望

本計画の実施により､食糧生産の安定化､雇用機械の増加､地区内の生活水準の向上､及び地域

社会の基盤の改善が図られる｡これにより,計画地区の経済の均等化が進み､地域格差がなくなる

ことが期待できる｡又､トルコは農業国としてバランスの取れた農業生産による各種農作物の自給､

輸出振興を目指しており､このための各種政策を実行しているところである｡従って､これらにつ

いて日本の開発技術を伴った開発協力事業が行われることは地域にとって農業生産の振興に結び付

き､雇用増大につながるものである｡また,このことはトルコの農業開発政策にも沿ったものであ

り､ひいては同国農業開発推進の一助となるものと考えられる｡本計画は,この地域におけるモデ

ル農村開発事業になることも期待できる｡このような観点から､ DSIは､本計画の早期実現のため

にフィ-ジビリテ-調査を行ない､包括的かつ具体的な開発計画の策定を行ないたい意向であり､

日本の資金､技術援助を求めている｡
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秦-1

liri日 1990

産業別GDPの構成

(.Fii.I;f.:兆トルコ･リラ)

1989 1988 1987 1986 1985

ヰ6(18) 26

工業 74(29) 48

班設 10(4) 6

商業 45(18) 27

運輸通信 26(10)

金融

不動産

民間サービス

政府サービス 16(6)

16

5

7

16 10

30 17

4 2

16 9

9 5

3 1

4 2

7 5

11 8

1 1

6 4

4 3

1 1

2 1

8 4 3 2 1

】0 5 3 2 1

G D P 252(loo) 151 92 53 36 26
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秦-2

重出

塾生

トルコの輸出/入統計

(lil_位:】, ooousS)

1987 1986 1985988Ji'iL:i 1990 1989

958

719

170

330

255

244

995

969

ll,344

375

】20

27

3,624

3,521

6,565

1,506

457

856

139

270

378

285

324

804

5

Il,IO5

457

98

22

2,145

1,808

7,823

2,304

1l,627 1 I,662 10,lワo

2,127 2,341 1
,853

160 141 20

480 266 3 14

266 359 391

276 286 311

9,088 8,944 8,065

I,349 1,458 852

15,791 14,335 14,158

1,041 499 782

374 3 33

83 27 34

2,902 2,857 3,034

2,456 2,454 2,7 1I

1 1.847 10,979 10,342

2,188 2,400 2,454

-2-14-

943

349

161

417

453

215

263

612

12

2

10

I

22,305

I,319

387

63

3,989

3,519

14,791

3,755

輸fl!.総#1;

)L3･LX'苑物

一純

一タバコ

-ナッツ

畜産物

工業製品

鉄鋼

輸入給教

農畜産物

一小麦

-栄
高産物

-J:榊1
工業生産

機械



表-3 国別経済協力の受け入れ

(単位:百万ドル)

oDA受取純額(デイスパースメント･ベース)

1989 1988 1987 1986 1985 1984

総額 140 269

DAC加盟国計
西独

米国

日本
フランス

オーストラリア

イタリア

英国

国際機関計
EC

第二世銀
UNH CR/他

アラブ諸国

189 303

133 186

_76
.. 57

66 135

37 20

36 21

379 340

386 235

250 89

- 37 40

162 71

10 8

9 0

0 0 0 19

-7 9 19 80

-18 0 9 73

ヽ5 0 -4 ･･4

0 4 0 0

-43 -43
- 26 25

181 242

137 189

38 18

38 109

26 37

0 5

0 0

22 18

7

12

4

-4

0

32

22

17

-3

0

30
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TECENICAL AID PROPOSAL

FOR

MASTER PLAN STUDY

ON

Kむct)I( MENI)ERES RIVER BASIN IRRIGATION PROJECT

1. PROJE_CT_王圭丑塁

2.

Master planstudy on the KGctik Menderes River Basin lrrigation Project

LOCATION

K也ctik Menderes River Basin, Izmir

3.班

II RegionalDirectorate of DSI, Izmir

GoverTulent Of the Republic of Turkey

4. PRQfQ5BQiSQgReEi2fg

Government of Japan, through a Technical Assistance Programme of Japan

hte皿ational Cooperation Agency (JICA)

5. f2BiEGW

The objecdve of the Study is 【oideTltifyandformulate a conlPrehensive ag7jculture and

rural development plan in the KticGk Menderesriver basin, aimlng at increase and

stabilization of agncultural production and improvement of the public welfare in the

area as well as water supply to Izmir through provision of technicalirrigation facilities,

flood/sedimentation protection, drainage improvement, water supply scheme and

improvements ofruralinfrastructures.

6. BACKGROUND

The Kiicdk Menderes River Basin Imigation Projectarea (area : 22,974 ha) lies within the

K白｡uk Menderesriver basin (about 6,900km2) on the Aegean coast of westernAnatolia･
The
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project consists of three irrigation projects,namely Beyda岳Irrigation Project (area :

13,055ha), Aktas Irrigation Project(area : 1
,773ha)and

Ergenli Burgaz lrrigation打oject(area

: 8,146ha), and water supply scheme to izmir.

The project is urlder study by the II RegionalDirectorateof DSI･ The pro)ect area has a gentle

sloplng topography from bills to existing nvers and the elevation of the prqJeCt area ranges

from 30m to 160m above mean sea level. The project area has a fertile soilsand it is possible

to grow manytypesand kinds of crops such as wheat, potatoes･ cotton,fruitsand vegetables

if irrigation water is provided･ The population in the Kiicdk Menderesriver basin is about

230,000･ The population growth in lzmir is quite high of more than 3 %, wbere血皿1grantS Of

ruralpeople to Izmir is conspICuOuS･

Being endowed with fertile soilsand abundant払rmlng population, the project area has been

developed for agnculture in most of arable land under the rain fed conditions supplemented by

ground Ⅵ/ater in some extents･ However, the preclpltation is qulte lo≠/of about only 680mm

per year in an average at Beyda岳,andthe yields of foodand industrialcrops are relatively low･

with a view to stabilizing the public welfare inand around the proJeCtarea, tO increase living

standards of faJTnerS, tO minimize immigrants Of farmers to urbanareas including Izmirand

further to coping With the national policy for food increase and water supply to urbanareas

including Izmir, the imgation schemes were envisaged to be implemented･ The KticBk

Menderes River Basin Irrigation托ojectwas taken up as the most important and urgent works

to be implemented under the RegionalDevelopment Programme of the II RegionalDirectorate

of DSI, Izmir.

7.三重辿墨_9E_重堕至聖廷迦≦道

The Terms ofReftTeTICe fわrthe master plan study on the Xiic放Menderes River Basin

lrrigation Projectare glVeninthe attached paper･

8. 主犯

The following expatriate experts and engineers Will be required for executlng the

Study.

TeamLeader

lrrigation Engineer

Structure EngiJleer
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Hydrologist

River Engineer

GeologlSt

Soil MechanicalEngineer

RuTalDevelopnlent Expert

Pedologist

Agronomist

Agro-economist/bstitutionalExpert

Environmentali s i

9. 5eftE9uiEi2E3W

The master planstudy will t光Camied out in the fわllowing two (2) stages;

work-Ⅰ : Review of the previous studies, surveys ans investigations, and

formulation of basic development plans (7 months)

work-ⅠⅠ :Analyses, studies and preparation of feasibility report (11 months)

The duration of the Study is estimated at 18 months in total･

10.吐迦

In order to facilitate the smooth and effective implementation of the Study, the

Goverrunent of Turkey(DSI) will undertake the following measures;

(1

(2

(3

(4

(5)

(6)

To provide available information necessary for execution of the Study,

To nominate a counterpart group for the Study,

To provide logistic support forぬe Study team,

To provide foreign experts withany necessary visasand permits for the Study in

Turkey,

To exempt foreign experts from taxes and charges, and

To secure pemission for entry intoal1 areas as required for the proper conduct of

the Study･
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TERMS OF REFERENCE

FOR MASTER PLAN STUDY ON

KUCUK MENDERES RIVER BASIN IRRIGATION PROJECT

ProjectTitle

Executing Agency

Proposed Source of

As sistance

: KUCUK MENDERES RIVER BASIN IRRfGATTON

PROJECT

: ⅠIRegional Directorate of DSI, Izmir

Government of Republic of Turkey

: Gove皿ment Of Japan

I. INTRODUCTION

The K屯c也k Menderes River Basin Irrigation Projectarea (area : 22,974 ha) lies within the

K白cdk Menderesriver basin (about 6,900km2) on the Aegean coast of westernAnatolia. The

projectconsists of three imigation projectsnamely Beyda豆ⅠmigationProject(area : 13,055ha),

Aktas Ⅰ血gation Project(area : 1
,773ha)and

Ergenli Burgaz Irrigation Project (area : 8,146ha),

and water supply scheme to Izmir.

The project is under study by the II Regional Directorate of DSI. The project area has a

gentle sloplng tOpOgrapby丘.om hills to existing rivers and the elevation of the project area

ranges from 30m to 160m above meansea level. The project area has a fertile soils and it is

possible to grow many types and kinds of crops such as wheat, potatoes, cotton, fruits and

vegetables if imigation water is provided. The population in the Kiic凸k Menderesriver basin is

about 230,000. The population growth irl Izmir is quite highof TnOre thaT1 3 %, where

immigrants Ofruralpeople to Izmir is conspICuOuS･

Being endowedwith fertile soilsand abundant farming population, the project area has been

developed for agriculture in most of arable land under the rain fed conditions supplemented by

grourld water由I SOme extents. However, the precIPltatioTl is quite low of about only 680mTrlpeT

year inanaverage at Beyda岳,and the yields of food and industrialcrops are relatively low.

With a view to stabilizing the public welfareinand around the project area, tO increase living

standards of famers, to minimize immlgrantS Of farmers to urbanareas including Izmir Land

further to coplrlgwith the nationalpolicy for fTood increase aT]d water supply to urbar) areas

including Izmir, the imgation schemes were envisaged to be implemented. The Kiic缶k

Menderes River Basin Irrigation Projectwas taken up as the most important and urgent works
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to be implemented under the Regional Development Programme of the II Regional Directorate

of D5Ⅰ, Izmir.

ⅠI PROJECT BACKGROUND

The project area has climatic characteristics of eastern anatolian climate. Meanannual

precIPltation is relatively small of about 680mm at Beyda-g･ The precIPltation in the summer

season particularly for six months from April to September, main crop season, is qulte Small of

about 135mm in total. Therefore, imgation is very essential for growlng Of various food and

industrial crops. In many areas, however imgation is practiced mainly by uslng grOundwater･

The ground water resources are decreaslng year by year. The maximum and minimum

temperature at Izmir is about 28oC arid 9oC respectively.

The source of the irrigation water fTorthe projectarea is the K也ciik Menderesriver as well as

groundwater in the basin. The Kticdk Menderesriver mows in the center of the basin and 8ows

to west then to eastand eventually to Aegean sea. The catchment area of the Ktic也k Menderes

river is about 3,255km2 at selcukand theannualaveragerunoffmeasured at the station is about

420 million m3･ The meanmonthly discharge varies from 1 to 100 million m3･

Most soils in the projectareaare pnmari1y brown to dark reddish browLl ioamto clay ioam

derived f:Tom alluvium. The soils have a relatively high inherent fTertilityand are therefore

suitable for cultivation of various crops: Major crops presently grown in the project area are

potatoes, cotton, wheat,fruits and vegetables. Wheat and barleyare cultivated in the winter

season, while other crops are cultivated in summer season. The farmlng Practices in the project
area is made by using traCtOrSand family labours･ The yields of crops are generally low due to

lack of precipitation/water, particularly during summer season. The livestock isalso important

famng Income.

The proJeCtaims at efficient agnculturalandruraldevelopment of the K屯ctik Menderesriver

basirl through provision of irrigation facilities and introductioll Of improved famllng technics as

well as water supply to lzmi∫. The imgation area of the project is about 22,974ha. Since water

resources in the prqectarea are limited, it is necessary to supply water to the farm with

economic water supplyand management･ The flood areas would be developed by introduction

of dams as well as river improvement. The sediment prevention work is also important. The

potatoes, vegetablesand丘.uitswi1‖)e血e main crops to be grown as food crops aJld cotton as

the industrialcrops.
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The irrigationandflood/sedimentation protection works proposed under the projectwould

include; (1) provisior1 0f 4 dams arid related structures, (2) provision of irrigation canalsand

related structures including road networks, (3) improvement of existingrivers and (4) water

supply to lzmir.

ⅠⅠIOBJECTIVE OF THE STUDY

The
objectiveof the Study is to formulate an optimum plan for agricultural and rural

development in the project area and water supply to lzmir, placlng emphasis on water

resources/irrigadon
development of the basin. Due attention shouldalso be paid to the seasonal

floods and sedimentation problems. The implementation plan together with prionty order for

each scheme will be prepared.
･

Ⅳ SCOPE OF THE STUDY

The scope of the proposed master plan study (hereinafterrefTerred to as ''the Study'')will be

asfollows;

1) hTigation development for a net area of about 22,974ha in the projectarea
by providing

technicalirrigatiorl Systems.

･2)
Floodand sediment control including improvement of river channels.

3) Ruraldevelopment including provision post-harvest facilities,ruralwater supply, farm

roads, etc.
●

4) Water supply to lzmi∫.

The Study will be broadly divided into the following two(2) stages･

Work I : Data collection, review of previous studies and designs conducted by DSI,

execution of field surveysand investigations, and fわrmulation of basic

Work II

development plans.

Analysis of the results of additional丘eld suⅣeys and investigations,

further study on the development planand preparation of a master plan

study report.

4. 1 Work-I : Data Collectiorl, Review and AdditionalInvestlgatioTIS

4.1.1 Data Conection and Review
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Reviewand analyzeal1 the previous studies, dataand information, pamicularlythose to

human, land and water resources availability and use, including socio-economics,

agnculture,andruralinfrastructures of the projectarea as well as water supply to Izmir･

4. 1.2 Additional lnvestigations and Basic Studies

(1) Water, land resources, etc

i) Carry out overall studies on availabilityand problem with respect to rainfall,

runoff, sedimentation, water quality, etc･ to evaluate potentiality of water use

and Tleeds of water control in the project
area,

ii) Carry out meteorologicaland
hydrologicalanalyses includingrunoff,

floods, sedimentation, etc., for project
formulation,

iii)Carry out overall studies on laJld use, soils, land capability, geology,

topography'etc･,わr delineation of potentialareas for irrigation development

and

iv) Carry out additional topographicalsurveys for proposed structures･

(2)Irrigation development

i) Identify irrigation development areas based on soils, land capability,

topograpby, etc･,

正) Estimate irrigation requirements based on cropping pattems to be applied tothe

prqject,and

hi) Prepare layout of irrigation systems･

(3)mood and sediment control, and drainage improvement

i) Estimate flooding and sediment condi(ions of (heriveTS･
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ii) Study noodand sedimerlt PreVerltion plans such as provisioLI Ofdams, channel

excavations, etc., and

iii)Prepare layout of drainage systems･

(4)Agriculture, agro-economy and environmentalaspects

i) Evaluateal1 available data related to present larld use, soil classificatiozl,

cropplng pattemS, livestock, crop yields, input levels and cultural practices,

ii) Carry out surveysand studies on soils, cropping pattems,anticipated

crop producdo工I and agriculturalinputs for imigation development,and

prepare preliminary soil maps and land capability maps fbr the project

area,

iii) Evaluateand recommend practicaland suitable cropping patterns, and detemine

lnput level, agdcultural equlpment and labor req血ements and crop yields,

iv) Assess the adequacy of existing agriculturalsupport services, and recommend

appropriate measures to strengthen such services under the project,and

v)Assess
impacts of the projecton socialand natural erlVironment, including

losses of social and culturalproperties, effects on wild life, etc.

(5)Rural development

i) Examine the adequacy of existingruralinfrastructures inthe projectarea,

including roads, water and power supply systems,and post-harvest facilities,

and

ii) Prepare layout of the proposedruralinfrastructures･

(6)Prepareaninterim report, contaiming results of field surveys and investigations,and

formulation of development concept･

4･2 Work-II: Analyses and Formulation ofPlans
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(1)Analyze and study the results of the丘eld survey and investigations, and

fTormulate layout plans for imgation development, draillage improvement,

agnculturaldevelopment, water supply systemandruraldevelopment･

(2)Prepare a preliminary implementation schedule fわrthe pro)'ect･

(3)Operation and rrlanagemerlt

i) Recommend organlzationand procedures best suited for effective operationand

management of the project,and

ii) Est血ate armual costs of血e prqjectoperation and maintenance･

(4)Cost estimateand projectevaluation

i) Estimate preliminary stage investment costsand benefits of the project,

ii) Evaluate economicand financialfeasibilityofthe project,and

Hi) Estimate and describeindirect bene丘ts of the proJ'ect.

(5) Prepare implementation schedul色of each scheme together withpriorityorder

(6) Prepare a comprehensive master plan study report for the project

4･3 Transfer of Technology

Throughout the course of the Study, transfer of teclmologyand tralnlng Will be provided

to counterpart experts by foreign experts in the following丘eld;

- Field suⅣey and invesbgations for bydrology, 1mgation, agnculture, water

supplyand environmentalaspects

I Plaming for imigation, drainage,flood/sedimentation protection, water supply

and rural developmellt
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The above transfer of technologywill be carried out in the fonTI Of on-the-jobtraining aJld

seminar during the course of the Study. Overseas trainlngwiu also be progTammed.

V. SCHEDULE OFTHE STUDY AND REPORTS

The period required for the Study is estimated at 18 months in total･ A tentative work

schedule is presented in Attacbmenト1.

The fouowlrlg rePOrtSwill be prepared irlthe course of the Study･

-bceptlOn
Report

-hterim
Report

-DTaft
Feasibility Report

-FirlalFeasibility
Report

:Within one (1)month i:ron the commencement of the Study

:Withirl Seven(7) morlths from the commencement of the Study

:Within sixteen (16) months from the commencement of the

Study

:Withill eighteerl (18) morlths from the commencement Of the

Study

VI. EXPERTS INPUTS

For executlng the Study, the fouowlng fわreign experts will be required;

TeamLeader

higation Engineer

S打ucture ETlgineer

HydrologlSt

River Engineer

GeologlSt

Soil MechanlcalEnginesr

Rural Development Expert

PedologlSt

Agronomist

Agro-ecorlOmisVITIStitutiorlalExpert

ErlVi∫onme□talist

The required manpower lnPutwill tE about 80 marl-months in total･

VII. UNDERTAKINGS OF THE GOVERNMENT OF TURKEY
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rn order to facilitate the smooth and effective implemerltatior1 0f the Study,

Govemment of Turkey(DSI) will undertake the following measures:

(1)To provide available information necessary to carry out the Study, including

maps, statistics, meteo-hydrologicaland geologicaldata, socio-economy, water

supply and previous study reports relevarlt tO the pro)ect･

(2)To nominate a counterpart group, irlCluding a projectcoordinator responsible for

the Study and resolving any trouble anslng throughout the Study period･

(3)To provide logisticsupport illCluding ofBce space with appurtenant fumitures

and払cilities.

(4)To provide the fわreign experts with any necessary entryand exitvisas, work

permitand travel permit, if required, for the Study in Turkey･

(5)To exempt the fわreign experts from taxand charges of any kind imposed on or in

connection with the livingal1owance remitted from abroadandfrom importand

export duties imposed on their personaleffects,and instruments, equipment aJld

materials necessary fわrthe execution of the Study.

(6)To secure pemission for entry intoall areas as required forthe proper conduct of

theStudy.
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WORK SCHEDULE FOR MASTER PLAN STUDY ON KUCUK MENDERES RIVER BASIN IRRIGATION PROJECT

ロコ
l

トー▲

トJ

ITEMS

MONTH

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15 16 17 18

WORK-I:DataCollection&Review

Additionallnvestlgations

FormulationofBasic

DeveloprnentPlans

WORK-II:Arlalysis&S【udy

FormulationofDevelopmentplans

REPORTS

ICR
L

△
IR

△
DFR

l

△
FR

Note: ICR: InceptlOn Report, IR: Interim Report, DFR: Dra氏Final Report, FR: Final Report



TECⅢNICAL AID PROPOSAL

FOR

FEASIIuLITY STUDY

ON

AYDINTEPE･GAYIRYOLU IRRIGAT10N PROJECT

1. PROJECTTITLE

Feasibility study on the AydlntePe-CaylryOluhTigation Project(CaylryOluPortion)

2. LOCATION

Bayburtand Kelkit country of Gtim申haneprovince

3. EXECUTING AGENCY

XXII RegionalDirectorateof DSI, Trabzon

Government of也e Republic of Turkey

4. PROPOSED SOURCE OF ASSIS_TA担∈宣

5.

Government of Japan, through a Technical Assistance Programme of Japan

htemationalCooperation Agency (JICA)

OBJECTIVE OF THE STUDY

The objectiveof the Study is to identifyandformulate a comprehensive agricultureand

ruraldevelopmerlt Plan of the AydlntePe-Cayiryolu ITrigation Project(CaylTyOlu

portion) in Coruhriver basin, aiming at increase and stabilization of agricultural

productionand improvement of the public welfare in the area through provision of

technicalimgation facilities, drainage improvement and improvements of rural

infras tructure s.

6. BACKGROUND

The AydlntePe-CaylryOlu irrigation Projectarea lies within the Coruhriver basin (about

2,206km2) on the Bayburt and Kellit country of G也m鞘haneprovince･ The
project

area is

globally divided into AydlntePe (net area : 10,348ha) and Cayiryolu(netarea : 22,710ha)
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irrigation projects. The AydlntepeIrrigation Projectis under construction by the Government

budget･

The CaylryOluirrigation project
is under the study/design by the XXII RegionalDirectorate

of DSI･ The prqJeCt area has a gentle sloplng tOpOgraphy丘.om hills to existlng ∩vers With an

average slope of 2-6%,and the elevation of the project area ranges from 1600m to 1750m

above mean sea level･ The project area has a fertile soils and it is possible to grow many

types and kinds of crops if irrigatiorl Water is provided. The populatiorl i-Ithe Coruhriver

basin is about 110,000, of which about 20,000 lives in and around the project area. The

population growth in Turkey lS quite high of about 2･5 %, whilst in the project area, it is

rather decreasing due mainly to imrrugrants of farmers to urbanareas･

Being erldowedwith fertile soils and abundant fTarmlTlgpOPula(ioTl, the pro]ec( area has been

developed for agriculture in most of arable land under the rain fed conditions. However, the

precipitation is quite low of about only 450mm per yearin an average,and the yields of food

and industrial crops are relatively low.

With aview to stabilizing the public welfare il一and arouLld the pro]ec( area, to incLleaSe living

standards of farmers, to minimize immigrants Of farmers to urbanareas including Trabzon

andfurther to coping With the nationalpolicy for food increase,the imgation schemes were

envisaged to be implemented. The Aydintepe-CaylryOlu Irrigation Projectwas taken up as

the most important and urgent works to be implemented under the Regional Development

Programme of the XXII Regior)alDirectorateof DSJ, TrabzoTl.

A
projectstudy on the CaylryOluimigation projectis under way by the DSi.However, since

the study needs updating and/or additional infomation, a detailed and comprehensive

feasibility study is required in order to prepare a practicaldevelopment planof the project

and to ascertainthe project fTeasibility.

7. TERMS OF REFERENCE

The Terms of Reference forthe feasibility study on the Aydlntepe-CaylryOluIrrigation

托ojectare glVeninthe attached paper.

8. EXPERTISE INPUTS

The following expatriate experts and engineers Will be required for executing the

Study.
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TeaJnLeader

hTigation Engineer

Structure Engineer

flydrol ogl St

River Engineer

GeologlSt

Soil MechanicalEngineer

RuralDevelopment Expert

PedologlSt

Agronomist

Agro-economisVhstitutionalExpert

Environmentali sI

9. SCHEDULE OF TIiE STUDY

The feasibility study will be camied out in the following two (2) stages;

work-Ⅰ : Review of the previons studies, surveys ans investlgations, and

formulation of basic development plans (5 months)

Work-II :Analyses, studies and preparation of feasibility report (7 months)

The duration of the Study is estimated at 14 months in total･

10.也

In order to facilitate the smooth and effective implementation of the Study, the

Govemment of Turkey(DSI)will urldertake the fbllowitlg measures;

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

To provide available information necessary for execution of the Study,

To nominate a counterpart group for the Study,

To provide logistic support for the Study team,

To provide fわreign experts with any necessary visasand permits fわrthe Study in

Turkey,

To exempt foreign experts from taxesand charges, and

To secure pemission for entry intoal1 areas as required for the proper conduct of

the Study.
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TERMS OF REFERENCE

FOR FEASIBILITY STUDY ON

AYDINTEPE-CAYIRYOLU択RIGATION PROJECT

ProjectTitle

Executing Agency

Proposed Source of

As sistance

: AYDINTEPE-CAYⅡとYOLU択RIGATION

PROJECT(CAYRYOLU PORTION)

: ⅩⅩⅠIRegional Directorate of DSI,Trabzon

Govemment of Republic of Turkey

: Government of Japan

Ⅰ. INTRODUCTION

The AydlntePe-Cayiryolu lrrigation Projectarea lies within the Coruh river basin (about

2,206km2) on the Bayburt and Kelkit country of G血叫hane province･ The
project

area is

globally divided irltO AydlntePe (net area.･ 10,348ha) arid CaylryOlu (LletArea : 22,710ha)

imgation projects.The AydlntePe Irrigation Projectis under construction by the Government

budget.

The Cayiryoluimigation projectis under study/design by the XXII Regional Directorate of

DSI. The projectarea has a gentle sloplng topography from hills to existlngriversIWithan

average slope of 2-6%,and the elevation of the proJeCtarea ranges from 1600m to 1750m

above mean sea level. The proJeCtarea has a fertile soils and it is possible to grow many types

and kinds of crops if irrigation water is provided. The population in the Coruh river basin is

about 110,000, of which about 20,000 lives in and the prqjectarea.
The population growth in

Turkey is quite high of about 2･5 %, whilst in the project area, it is rather decreasing due mainly

to immlgrantS Of fTarmers to urbanareas.

Being endowedwithfertile soilsand abundant払rmlng population, the pro)ect area has been

developed for agriculture in most of arable land under the rain fed conditions. However, the

precipitation is quite low of at)out only 450mm per year inanaverage, and the yields of food

and industrialcrops are relatively low.

With a view to stabilizing the public welfare inand around the proJeCtarea, tO increase living

staJldards of fTarmers, tominimize immlgrafltS Of fTarTrlerStO urbaTl areas including Trabzon and

further to coping Withthe national policy for food increase, the irrlgation schemes were

envisaged to be implemented. The AydlntePe-CaylryOluIrrigation Projectwas taken up as the
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most important aTld urgent works (o be iTrlPlemeT)ted under the RegioTlal Deve一opment

Programme of the XXII RegionalDirectorateof DSI, Trabzon.

ⅠI PROJECT BACKGROUND

The projectarea lies within the Coruhriver basin on the Bayburtand Kelkit country of

Giim自学hane province area･ The
project

area extends mainlyalong both sides of the Coruhriver

arld its (ribu(aries, covering an net area of about 22,710ha･ The area has a gentle slopIT)g

topography with average slope of 2 to 6 %
,and

the elevation of the project area ranges from

1600皿tO 1750m above mean sea level

The pro)ect area has climadc characteristics between eastem Black Seaand eastemAnatolian

climate･ MeanannualprecIPitation during 57 years from 1929 to 1985 is a qulte Small of about

427mm･ The precIPltation in the summer season particularly for three months from July to

September, mairl Crop Season, is quite Small of about 56mm irltOtal･ TherefTore, imgatioTl is

very essential for gr?wing Of various food and industrial crops･ In some areas, however,

irrigation is practiced mainly by uslng grOundwater･ Monthly mean temperature varies

seasonallyfrom -7･6oC
in winter to 20oC in summer･ The maximumand mimimum temperature

are about 36oC and -31oC respectively･

The source of the irrigation water for the projectareais the 〔:oruhriverandits tributaries.

The (:oruhriver flowsinthe cerlter Of theーpro)'ectareaand flows to east and eventually to black

sea passing through other project areas. The catchment area of the Coruh river is about

1,734km2 at Bayburt and theannual runoff measured at the station is about 520 million m3.

The meanmonthly discharge varies &om 13 to 150 million m3.

Most of soils in the project area are Pnmari1y brown to dark reddish brown loam to clay

loamderivedfromal1uvium･ The soils are generally withaneffective depth of about l･5m･ The

average pH ranges from 6･9 to 8･5･ The soils have a relatively high inherent fTertilityandare

therefore suitable for cultivation of various crops･

Major crops presently grown in the pro)ect area are wheat, barley, clover, sugar beet,fruits

and vegetables･ Wheat and barley are cultivated in the winter season while other cropsare

cultivated in the summer season･ The famng practices in the pro)ect area are generally made by

uslng tractors arid family labours. Use of fertilizers aTld chemicals are flOt Sufficient for Crop

growlng･ The yields of crops are generally low due to lack of precIPltation and farm Inputs,
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being 1.6 to 2.3 tons佃a for wheat, sugar beet 3.6.tons/ha, etc. The average cultivation area is

about 8ha per one household. The livestock isalso important famlng lnCOme･

The
projectaims atanefficient agriculturaland ruraldevelopment of the Coruhriver basin

through provision of imigation facilities and introduction of improved farming teChnics･ The

imgation area is about 22,7 10ha in net･ Since water resources in the pro)ect area are limited, it

is necessary to supply water to the fm with optlmum Water Supply and management･ The

flood areas would be developed by introduc【ioTI Of dams as wed as river improveTrleTlt･ The

potatoes, vegetablesandfruits will bethe main crops to be grown as food crops and sugar beet

as the industdal crops.

The irrigation works proposed under the projectwould include; (1)provision of three dams

and related structures, (2) provision of i血gation canals and related structures including road

networks, (3)improvement of existingriversand (4)land grading where necessary･

Ill OBJECTIVE OF THE STUDY

The objectiveof the Study is to formulate an optlmum Plan for agncultural and rural

development in也e prq】ect area, placing an emphasis on i血gation development of the basin･

ⅠV SCOPE OF THE STUDY

The scope of the proposed feasibilitystudy (hereinafterreferred to as ''the Study”)will be as

follows ;

1) Ⅰ血gation development for a net area of about 22,710ha in the prqjectarea
by providing

technicalirrigation systems.

2) Drainage improvementandflood control including improvement of river channels･

3) Ruraldevelopment irlCluding provision post-harvest facilities, ruralwater supply, faml

roads, etc.

¶le Study will tx broadly divided into the following two(2) stages･

Woこk I : Data coilectiofl, review of previous studies and desigr7S COnducted by DSI,

execution offield surveys and investlgations,and formulation of basic

development plans.
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Work II : Analysis of the results of additional field surveysand investigations,further

study on the development planand preparation of a feasibility study report･

4.1 Work-Ⅰ : Data Collection, Review and Additional lnvestlgations

4.1.1 DataCollectionandReview

Reviewandanalyzeall the previous studies, designs, dataand information, particularly

tbose of current availability and use, human, land and water resources, including socio-

economic conditions, agncultural practices,ruralinfrastructures,etc･

4. 1.2 AdditionalInvestlgations and Basic Studies

(1)Water and land resources

i) Carry out overall studies on availabilityand problem with respec【 to rainfall,

runoff, sedimentationand water quality to evaluate potentiality of water use

and needs of water control in the projectarea,and

ii) Carry out overall studies on land use, soils, land capability, geology,

topography, etc･, for delineation of potentialareas for imgation development･

(2) Ⅰ血gation development

i) Identify imigation development areas based on soils, land capability,

topography, etc･,

ii) Estimate i血gation water req血ements based on cropping pattems to be applied

to the project, and

iii)P陀Pare feasibility-level design and layout of irrigation systems by

modification of the existing design.

(3)Drairlage improvement

i) Carry out longitudinalandcross section surveys for mainrivers to determine

carrylng Capacities of therivers,
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ii) Estimate drainage requirements for the projectarea, and

iii) f>epare feasibility-level design arid layout of drainage systems･

(4)Agriculture aJld agro-economy

i) Evaluateal1 available data related to present land use, soil classification,

cropplng pattemS, livestock, crop yields, input levels and cultural practices,

ii) Carry out surveysand studies on soils, cropping pattems, anticipated crop

production aJld agrlCulturaliTIPutS for iT7igation development, and prepare

soil maps and land capability maps fbr也e prqjectarea,

iii) Evaluate and recorrmend practicaland suitable cropping patterns, and detemine

lnPut level, agriculturalequlPmentand latx)r requirements and crop yields,

iv) Assess the adequacy of existing agriculturalsupport services,and recommend

appropriate measures to strengthen such services under the project,and

v) Evaluate/update farm budgets for typical farm households under the project･

(5)Rural development

i) Examine the adequacy of existing ruralinfrastructures in the project
area,

including roads, water and power supply systems,and post-harvest facilities,

ii) Make plans of post-harvest facilities such as warehousesand transportation

systems, etC･

iii) Prepare feasibilityllevel design aJld layout of the proposedruralinfrastructures･

(6) Topo-suⅣey, geological investigations, etc･

i) Carry out additionaltopographicaland geologicaisurveyfわrproposed

structures such as dam sites, pumplng Station site, etc･
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ii) Studyandanalyze meteorologicaland hydrological data for the projectarea, and

iii) Conduct construction materials survey, including physicaltestsand analyses.

(7) Environmental aspects

i)Assess impacts of the projectorl SOCialand natural environment, including

losses of socialand culturalproperties, effects on wild life, etc., and

ii)Assess losses ofhousesand farming areas in the proposed reservoir area.

(8)Prepare an irlterim report, COntaining results of field surveys andinvestigations,and

formulation of development concept.

4.2 Work-II: Analyses and Formulation ofPlans

(1)Analyzeand study the results of the field surveyand investigations, and formulate

detailed plans for imgation developmerlt, drainage improvement, agncultural

development,andruraldevelopment.

(2)Prepare a detailed implementation schedulefor the projectandrecommend construction

methods suitable for localconditions.

(3)Operation and management

i) Recommend organizationand procedures for effective operationand

maJlagement Of the project,and

ii)Estimateannualcosts of the projectoperationand maintenance.

(4)Cost estimateand projectevaluation

i)Estimate preliminary stage investment costsand benefits of the project,

ii)Evaluate ecoTIOmic aJld financial feasibility of the project,arid

iii)Estimate and descdbe indirect bene丘ts of the prqject.
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(5)Prepare a comprehensive master plaJI Study report for the project

4.3 Transfer ofTeclmology

Throughout the course of the Study, transfer of technology and tralnlng Will be provided

to counterpart experts by foreign experts in the followingfield;

-Field suⅣey and investlgations for hydrology, 1mgation, agnculture, water supply

and envi∫onmental aspects, etC･, and

-Planrllng
for imgation, drainae,ere,flood protection, rural development and water

supply.

The above transfer of technology will be carried out in the form of on-the-jobtraining arid

seminar during the course of the Study･ Overseas training Will also be programmed･

V. SCH王DULE OFTHE STUDY AND R王PORT5

The period required for the Study is estimated at 14 months in total･ A tentative work

schedule is presented in Attachmenト2.

The following reports Will be prepared in the course of the Study.

-Incept10n
Report

-Inteli皿Report

-Draft
Feasibili ty Report

-FirlalFeasibility
Report

:Within one (1) month &om the commencement of the Study

:Within five(5)months &om the commencemerlt Of the Study

:Within twelve (12) months &om the commencemerlt Of the

Study

:Within fourteen (14) months
from the commencement of the

Study

ⅤⅠ. EXPERTS INPUTS

For executing the Study, the followlng foreigrl eXPertSwill be required;

TeamLeader

lrrigation Engineer
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Structure Engineer

HydrologlSt

River Engineer

GeologlSt

Soil MechanicalEngineer

RuralDevelopment Expert

PedologlSt

Agronomi s t

Agro-economisVInstitutionalExpert

Environme ntalist

T71e reqtlired manpower lnPutwill tx: atx)u[ 60 matt-months in total･

VII.UNDERTAKINGS OF THE GOVERNMENT OF TURKEY

In order to facilitate the smoothand effective implementation of the Study,

Govemment of Turkey(DSI) will undertake the following measures:

(1)To provide available information necessary to carry out the Study, including

maps, statistics, meteo-hydrologicalandgeologicaldata,socio-economy, water

supplyand previous study reports relevant to the pro)ect･

(2)To nominate a counterpart group, Including a project coordinator responsible for

the Study and resolvingany trouble anslng throughout the Study period･

(3)To provide logisticsupport including of丘ce space with appurtenantfumitures

and払cilities.

(4)To provide the foreign experts with any necessary entry and exit visas, work

pemit and travel pemit, if required, for the Study in Turkey･

(5)To exempt the foreign experts from taxand charges of any kind imposed on or in

connection withthe livingal1owaJICe remitted from abroadandfrom importand

export duties imposed on their personaleffects,and instruments, equlPment and

materials necessary for the execution of the Study.
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(6)To secure permission for entry into allareas as required for the proper conduct of

the Study.
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WORK SCHEDULE FOR FEASIBILITY STUDY ON AYDINTEPE-CAYIROLU IRRIGATION PROJECT

(刀
I

tJ

しハ

ITEMS

MONTH

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14

WORK-Ⅰ:DataCollection&Review

Additionallnvestlgations

FormulationofBasic

DevelopmentPlans

WORK-fI:Analysis&Study

FormulationofDevelopmentPlans

.

REPORTS

ICR
l

△
IR DFR

I

△
FR

Note: ICR: Inception Report, IR: Interim Report, DFR: Draft Final Report, FR: Final Report



付属資料- 3

調査行程表

茎墜匹邑⊥

パキスタンよりアンカラヘ移動

資料整理､大使館打ち合わせ

資料整理

D5Ⅰ表敬･打ち合わせ

アンカラよりトラブゾン-移動､ DSIXXIIと打ち合わせ｡

アイデンテペ･チャイリョリョかんがい計画地区踏査

DSIと協議

トラブゾンよりアンカラ移動､ DSIと協議

大使館打ち合わせ,資料整理

アンカラよりイズミ-ル-移動

DSIHを表敬･打ち合わせ､現場踏査

クチュク･メンデレス地区踏査

DSlと協議､レ一夕一作成,イズミ-ルよりアンカラへ移動

DSIと協議､レ一夕一作成･提出,情報収集
大使館と協議､ DSI表敬､ローカルコンサルタントと協議､アンカラより

フランクフルト-移動

フランクフルトより東京へ移動

東京着

魁
01

02

03

04

05

06

07

08

09

,10
1 1

12

13

14

15

冒
1

1

1

a

1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

1 1

ユ1

1 1

1 1

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

求

木

金

ll ･ 16 (土)

ll
･17 (日)
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付属資料- 4

面会者リスト

DSI, A血

F.Anik

O.Bilen

S.Bozkurt

M.S.Akay

T.Soysal

DSI XXⅢ, Trabzon

H. Pacal

A.F.Cinalioglu

S.Zengln

F.Unver

DSI II, Izmir

S.Yarkin

H.Ozgobek

S.S
,Efeberti

H.Eitem

SPO

N.Karladikirik

在トルコ日本大使館

古洋一等書記官

JICA専門家

神村専門家

ローカルコンサルタント

N.Gurbuz

G.Odabasi

H.D.Fargher

Director General

Assistant Director General

Heal of lnvestlgation ar° Plannirlg Departmen(

Civil Engineer

Civil Engineer

Regional Direcotr

Assistant General Manager

Civin Engineer

Civil Engineer

RegionalDirecotr

PrqjectDirecotr

Planning Direco打

ProjectOfficer

Agri. Secotr Expell

President

Pres ideロt

President
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付属資料- 5

1

2

3

4

5

6

資料収集リスト

MasterPlanStudyReport (クチュク･メンデレス開発計画)

PlanrlitlgReport (アイデンテペ･チャイリョリョ藩概開発計画)

Progranl Butce Toplantisi Takdirl Raporu

1992 Yili Program Butce Toplantisi Takdim Raporu

PrqjectAvailable for Extemal Financlng

国家開発5ケ年計画
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計画地区

地区内道路

計画地区

クチュク･メンデレス藩親閲発計画 現場写真(1/2)
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計画地区

(こ頭

ゝこ'

‾
-
･

*

i---二｢:-=-鴫
排水改良事業

一九E'1顎

†わ

_
‾1±=言;

カナレツトと呼ばれる
同地域で一般的な末端

港概施設

クチュク･メンデレス港親閲発計画 現場写真(2/2)

B-30



計画地区

計画地区

Kirklartepe) ”

アイデンテペ･チャイリョリョ港概開発計画 現場写真(1/2)
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≡態.i

Aydintepe賓首工

Dem止ozuダムサイト

既存潅概施設

アイデンテペ･チャイリョリョ港耽開発計画 現場写真(2/2)

B_32


	表紙
	まえがき
	要約
	目次
	Ⅰ．パキスタン回教共和国
	位置図
	1　背景
	1．1　国土と人口
	1．2　社会経済
	1．3　国家開発計画
	1．4　パンジャブ州の概要

	2　パンジャブ州末端水路改修計画
	2．1　事業の背景
	2．2　計画地区の概要
	2．3　開発計画の概要
	2．4　協力への展望

	付属資料Ａ
	1　計画 Ｆ／ＳのＰＣ-ⅡＰｒｏｆｏｒｍａ（案）
	2　調査団長略歴
	3　調査行程
	4　面会者リスト
	5　収集資料
	6　現地写真集


	Ⅱ．トルコ共和国
	位置図
	1．背景
	1．1　国土と人口
	1．2　社会経済
	1．3　農業の現状
	1．4　国家開発計画

	2．クチュク・メンデレス灌漑開発計画
	2．1　事業の背景
	2．2　計画地区の概要
	2．3　開発計画の概要
	2．4　協力への展望

	3．アイデンテペ・チャイリョリョ灌漑開発計画
	3．1　事業の背景
	3．2　計画地区の概要
	3．3　開発計画の概要
	3．4　協力の展望

	表－1　産業別ＧＤＰの構成
	表－2　トルコの輸出／入統計
	表－3　国別経済協力の受け入れ
	付属資料Ｂ
	1　計画調査の要請状（案）
	クチュク・メンデレス灌漑開発計画
	アイデンテペ・チャイリョリョ灌漑開発計画

	2　調査行程
	3　面会者リスト
	4　収集資料
	5　現地写真集





